
1　はじめに

　山形県における最上川流域は、縄文時代の遺跡分布が

密な地域である。特に山形盆地では、登録されている遺

跡数が多く、今までの調査成果が蓄積されつつあり、集

落相互の関係はこれから検討されるべき課題となってい

る。隆盛した中期の遺跡は中期末になると急激に減少

し、後期に移行すると遺跡数はきわめて少なくなり、集

落の内容は貧弱なものとなる。筆者は、山形盆地西部で

の集落変遷の様相を検討したことがある ( 菅原 2008)。

ここでは山形盆地や村山盆地を含む最上川中流域を対象

とし、縄文時代中期初頭から後期前葉にかけての遺跡分

布と時期的な変遷を検討したい。

2　時期区分について

　縄文時代中期の時期区分であるが、最上川流域を含む

東北地方南部は、大木式土器の主体的な分布圏になる。

中期大木式は、大木 7a・7b・8a・8b・9・10 式が設定

されており、中期の時期区分はこれに従った。一方、後

期初頭から前葉の当地域の土器型式であるが、内容の把

握や型式的位置づけはまだ不明な点が多い。後期初頭の

土器群は、他地域の編年と対応させての細分も可能であ

ろうが、後期初頭の遺跡数や資料数は少なく、細別時期

を設定しても遺跡や集落の動向を把握するのが困難と考

えられる。そのため大木 10 式後で、後述する南境 1 式

の前に該当する時期を後期初頭期とし、一括して扱うこ

ととする。また、後期前葉の時期区分については、関東

地方の堀之内 1 式・2 式に併行する型式として、南境 1

式、2 式を採択して対応することとした 1)。

3　対象とする地域と研究の動向

　最上川流域の縄文時代遺跡分布や領域に関するこれま

での研究について触れておきたい。佐藤禎宏氏は、県内

の縄文時代中期の遺跡分布を検討し、分水嶺と水系を基

準に縄文時代の集団領域を想定した ( 佐藤 1981)。縄文

時代の最上川流域を、7 つの中遺跡群と 21 の小遺跡群

に区分した。最上川中流域については、Ⅳ尾花沢盆地周

辺部、Ⅴ山形盆地周辺部を設定し、Ⅳ地域は、A 丹生川

流域、B 葉山北東麓に、Ⅴ地域は、A 乱川・立谷川周辺、

B 須川上流域、C 白鷹山北東部、D 白鷹山北西部、E 寒

河江川流域、F葉山南東麓に細別した領域設定を行った。

　小林圭一氏は、最上川流域の庄内・最上・村山・置賜

の各地域において、縄文時代後晩期の遺跡分布と立地の

傾向について土器型式別に遺跡分布の分析を行った ( 小

林 2001)。また、黒坂雅人氏は縄文時代中期の白鷹山

丘陵と周辺地域おいて、遺跡分布をもとに十三の遺跡群

を設定した。白鷹丘陵地域は他の支群と交流を持ちなが

ら、西側から東側への石器供給のネットワークとして、

山形盆地と米沢盆地とのネットワークとして機能してい

たことを想定した ( 黒坂 2004)。

　本論では、これらの先行する研究をふまえ、遺跡分布

の領域について時期毎の分布傾向、変遷、地域内の遺跡

の関係について検討したい。分析対象とする地域は最上

川中流域の山形盆地、および尾花沢盆地とした。該当す

る市町村は、村山地方の山形市をはじめとした 14 市町

村である。この地域は、さらに最上川の支流になる河川

を中心にいくつかの領域が設定できる。

4　最上川中流域の遺跡数と立地傾向

　最上川中流域の村山地方 14 市町村の縄文時代中期お

よび後期前葉の時期の遺跡において、土器型式での時期

把握が可能な遺跡、おおまかな型式把握が可能な遺跡を

対象とし、所在地・地形・標高・帰属する河川流域・細

別時期・調査実施遺跡は、遺構・遺物の概要について表

5 ～ 11 に記した 2)。掲載遺跡数は 318 遺跡であり、山

形県で登録されている遺跡が主である。県で未登録であ

るが県史や市町村史などで掲載された、時期や所在地が

特定できる遺跡も採録している。中期、後期など大別時

期しか判明しない遺跡は分析対象から除外した。

　表 1・図 1 は、最上川中流域の時期別の縄文遺跡数を
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示したものである。表 1 上は中期前葉 ( 大木 7a・7b 式

期 )・中葉 ( 大木 8a・8b 式期 )・後葉 ( 大木 9・10 式期 )・

後期前葉 ( 後期初頭・南境 1 式・南境 2 式期 ) の大別時

期での遺跡数、表 1 下は型式区分で集計した遺跡数で

ある。遺跡の時期は、報告で大木 7 式、8 式など細別型

式が表記されていないものなどは前葉・中葉などに含め

ているので、大別時期の対象遺跡数が多くなっている。

当地域の傾向としては、大木 7a 式期から大木 8b 式期

にかけて、遺跡数の急激な増加が認められ、大木 8b 式

期が遺跡数のピークとなる。大木 9 式期に減少に転じ、

大木 10 式は減少が大きく、後期初頭も急激な減少とな

る。南境 1・2 式期にかけては、減少は止まるようであ

るが、遺跡数が少ない状態で推移していく。

　山形県内の土器型式別遺跡数に関する先行する研究と

して、佐藤庄一氏作成のグラフが報告されている ( 佐藤

1981)。傾向は、大木 7a・7b 式期にかけて緩やかな増

加が認められるが、大木 8a 式にかけて急激な増加を示

し、8b 式がピークとなる。大木 9 式では減少が始まり、

大木 10 式から後期初め ( 杉の堂式 ) にかけて急激に遺

跡が減少する。当地域の様相は、佐藤氏のデータの傾向

に概ね合致する。

　表 2 は、中期初頭から後期前葉にかけての遺跡の消

長を示した。大木 7a ～ 7b、7b ～ 8a 式期にかけては、

新たに出現する遺跡が大半を占め、消滅する遺跡よりも

存続する遺跡の方が多い。大木 8a ～ 8b 式期にかけて

は存続する遺跡が大半を占める。8b 式～ 9 式において

は、消滅する遺跡が最も多く、ついで出現する遺跡と存

続する遺跡が同程度である。大木 9 ～ 10 式期にかけて

は、消滅する遺跡が最も多く、次いで存続する遺跡、出

現する遺跡の割合は最も少ない。大木 10 式～後期初頭

にかけては、ほとんどの遺跡は消滅してしまう。以後は、

少数の遺跡が継続してゆく傾向がうかがわれる。

　表 4・図 2 は、最上川中流域の時期別遺跡立地を示し

たものである。遺跡の地形について、山形県刊行の土地

分類基本調査に示す地形図に従い、山地・丘陵・台地・

段丘・低地・その他に分類し、各遺跡の立地について時

期的な傾向と変化を検討した。大木 7a 式期では、台地・

段丘の立地比率が高い。低地は他の時期と比較して比率

が少ない。以後、大木 9 式期にかけて、台地・段丘お

よび丘陵の割合は少しずつ減少し、低地・山地などに進

出しているように見受けられる。大木 10 式期や後期前

葉では立地傾向が変化し、台地・段丘の増加が認められ

る。

　表 3 は、時期別の遺跡標高分布を示した。8a ～ 8b

式期は、標高 300m を超える遺跡が少数ながら増加す

る。後葉期の 9・10 式期は若干ながらも標高が高い遺

跡は減少し、後期前葉期になると標高 200m を超える

遺跡はかなり少なく、標高 51 ～ 200m の範囲にまとま

る。縄文時代では「ボンド・イベント」と呼ばれる限定

的だが顕著な寒冷化や寒冷化直後の急激な気温の上昇現

象が何度か起こり、中期から後期にかけての 4300 年前

(4.3ka イベント ) の寒冷化現象は地球規模の影響があ

り、地形や植生にも影響が及んでいたことが指摘されて

いる 3)。遺跡立地の変化は、この事象に関連するもので

あろうか。

5　各時期の遺跡分布の様相

　最上川中流域の時期別遺跡分布の傾向を検討する。図

3 に最上川中流域の中期から後期前葉にかけての遺跡分

布を示した。遺跡の分布傾向を把握した上で、これまで

の縄文遺跡の地域区分研究を考慮し、最上川中流域にお

いて、いくつかの地域区分を設定した。

　A 須川上流域 ( 上山盆地 )

　B 山形盆地南西部 (B1) および白鷹山北東部 (B2) －須

川の中・下流域のうち、須
すかわ

川左岸と、東側の丘陵地・山

地にかかる領域である。この領域は須川の支流となる本

沢川・富
とがみがわ

神川・南沢川が流れ、山地から盆地にかかる領

域は遺跡分布が密である。分布に B1 と B2 の 2 つのま

とまりが見られる。

　C 馬
ま み が さ き が わ

見ヶ崎川流域－馬見ヶ崎川扇状地を含む。須川右

岸の領域もここに含めた。

　D 山形盆地東部－この地域は、東側の山地・丘陵地か

ら最上川へ合流するいくつかの河川と扇状地で形成され

る。さらに、立
たちやがわ

谷川流域 ( 立谷川扇状地を含む )D1、押

切川・倉津川・乱
みだれかわ

川流域の D2、白水川・日塔川流域の

D3 の小分布域が認められる。

　E 寒
さ が え が わ

河江川流域－東流する寒河江川と寒河江川に合流

する熊野川、水沢川などの支流を含む領域で、河川の合

流域に遺跡の分布が多い。

　F 山形盆地西部および白
しらたかやま

鷹山北西部－この地域は、F1
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山形盆地西部の寒河江周辺の地域、F2 月
つきぬのがわ

布川流域、F3

山形盆地から上流にわたる最上川の五
い も が わ

百川峡谷地帯の小

分布地域が認められる。

　G 葉
はやま

山南東麓－この地域は南側の河北町古佐川の流域

G1 と、北側の最上川と合流する樽石川などの支流域 G2

の小分布域で構成される。

　H 尾花沢盆地南部－尾花沢盆地の南端、葉山の北東麓

で、最上川の段丘沿いや富
とみなみがわ

並川などの支流で構成される

地域である。最上川の左岸で H1・右岸で H2 の小分布

域が設定できると思われる。

　I 尾花沢盆地丹生川流域－尾花沢盆地の丹
にゅうがわ

生川と支流

で構成される地域で遺跡分布が特に多い地域である。

　図 4 ～図 7 は、中期の前葉・中葉・後葉期と、後期

前葉の各遺跡分布を示したものである。なお、遺跡の型

式が判別できるように表記した。また、小林達雄氏がセ

トルメントパターンを提唱したように、遺跡の立地・集

落規模・出土遺物の状況において、地域の拠点的集落、

規模が小さく短期間の集落、キャンプサイト的な性格の

遺跡、居住ではない狩猟や採集、作業場などの生業に関

係する遺跡などの存在が想定される。発掘調査が行われ

た遺跡はごく一部であるので、ここでは調査された遺跡

が地域内でどの性格の集落にあたるのか推定するにとど

め、未調査でも遺物により集落の性格づけが可能と思わ

れる遺跡があれば触れておきたい。以下、各時期と地域

毎に遺跡分布の様相を述べる。

(1) 中期前葉 ( 大木 7a・7b 式期 )

　当期の遺跡分布を図 4 に示した。大木 7a 式期では、

最上川中流域おいて集落構成が明らかにされた調査例は

乏しい。7b 式期も住居跡の報告はあるが、集落の全体

像は把握されていない。

A 須川上流域：大木 7a 式期では、牧
まぎの

野遺跡 (11) と台の

上遺跡 (2) で遺物が出土している。集落の様相は明らか

ではないが、牧野遺跡は 7a 式期の古い段階から土器が

確認されており、当期の主な集落になる可能性がある。

7b 式期になると、牧野遺跡に当期と考えられる住居跡

が検出されている。土器などが廃棄された捨て場が存在

し、三脚土製品を中心とする祭祀関係遺物がまとまって

出土している。須川支流の思い川流域に位置する思い川

遺跡 (12) でも集落が出現する。7b 式期より集落が形成

されると考えられ、三脚土製品などもこの時期に伴うと

思われる。須川上流域は、この 2 遺跡が中心となると

考えられる。また、須川に合流する蔵王川沿いにも蔵王

開拓遺跡 (13)、前下遺跡 (14) などの分布が確認される。

B 山形盆地南西部および白鷹山北東部：7a 式期では、

柏倉八幡遺跡 (40) がある。当遺跡は大木 6 式期から出

現し8b式期まで存在する。遺構の状況は不明であるが、

当地域の主な集落になる可能性もある。7b 式期には、

百
ど ど や ま

々山遺跡 (32) が存在する。前期大木 5・6 式期、中

期大木 7b ～ 8b 式期の遺跡として登録されている。7b

～ 8a 式期の大量の縄文土器、土偶、三脚土製品、三脚

石器、石棒などが出土しており ( 赤塚ほか 1969)、7b

式期ではこの地域の中核的な集落であった可能性が高

い。白鷹山北東部では、向坂遺跡 (75) が、後続する 7b

式や中葉・後葉期まで存在し、この地域の拠点となる集

落と考えられる ( 黒坂 2004)。

C 馬見ヶ崎川流域：当地域は 7a 式期の飯田遺跡 (60) と

城南町遺跡 (51)、7b 式期の中桜田遺跡 (46) があるが、

集落内容や遺跡相互の関係は不明である。今後の調査の

進展が望まれる。

D 山形盆地東部：D1・D2・D3 の各小地域に遺跡の分

布が確認される。D1 立谷川流域であるが、中地蔵遺跡

(63) から 7a・7b 式期の遺物が出土する。遺物内容や立

地より、一時的な集落に該当すると思われる。石達山遺

跡 (84) は 7b 式期になるが内容は明らかではない。D2

押切川・倉津川・乱川流域であるが、倉津川の下流に大

木 7a 式期の板橋 1 遺跡 (99) が認められる。遺構は不

明であるが、土器などの遺物が廃棄されている。板橋 2

遺跡(100)は、大木7a式から8a式まで遺物が確認され、

板橋 1 遺跡から後続する遺跡と考えられる。7b 式期に

は同じ流域に沼田遺跡 (96) が、押切川上流域には鍛冶

屋敷遺跡 (105) がある。D3 白水川・日塔川流域では、

小田島城跡 (119) から 7a・7b 式の遺物が出土するもの

の、当期の遺構は確認されていない。小池山遺跡 (122)

も 7a 式期となるが詳細は不明である。

E 寒河江川流域：本流沿いや支流との合流地点に分布が

見られるが遺跡数は少ない。熊野遺跡 (194) が 7a・7b

式期の遺跡である。山
さんきょ

居遺跡 (198)、富沢Ⅰ遺跡 (181)

では、7b 式期の遺物が出土している。この地域の集落

の様相はまだ不明が部分が多い。

F 山形盆地西部および白鷹山北西部：高瀬山遺跡 (175)
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で、7a・7b 式期の集落が確認されている。高瀬山遺跡

(HO)3 期の調査では、遺跡の東部、高瀬山古墳の周辺

と段丘縁辺を中心にトレンチによる調査が実施され、

古墳南側の斜面部や段丘平坦面より、大木 7a 式期を中

心とする遺物包含層や土坑が検出された ( 山形県埋文

2005)。住居域は当調査では不明であるが、高瀬山古墳

東側の段丘平坦面に存在するものと推測される。なお、

前期末の大型住居跡を中心に構成される集落域は、北西

に約 250m の近接する地点にある。その他、藤田原遺

跡 (205) は 7b 式期の遺跡になる。月布川流域には 7a・

7b 式期の大鉢遺跡 (213) がある。白鷹山北西部の最上

川沿いは、当期の遺跡は不明である。

G 葉山南東麓：南側 G1 古佐川流域には、お月山遺跡

(190) や曲沢遺跡 (188) などの 5 ヵ所の遺跡分布が確認

される。面的な調査は実施されていないが、前葉期にこ

の流域に継続的に集落が営まれていたと考えられる。北

側 G2 の最上川西側丘陵地でも峯山遺跡 (125) や北原遺

跡 (139) などの分布が確認される。

H 尾花沢盆地南部：この地域は、比較的遺跡分布が多い。

H1 の富並川流域では岩倉遺跡 (156) が 7a 式～ 9 式古

段階まで比較的長期にわたって営まれる遺跡である。最

上川の段丘沿いには、前葉から中葉にかけて存在する

来迎寺遺跡 (235) がある。最上川の対岸 H2 の落合遺跡

(166) も、7a 式～ 9 式期にわたる遺跡である。範囲は

東西 300m、南北 600m、面積は 150,500 ㎡と大規模

である。県埋蔵文化財センターによる平成 7 年の調査

では面積 382 ㎡と小規模ながら、中期中葉を中心とす

る遺構が検出されている ( 山形県埋文 1996)。この領域

は、7b 式期になっても継続する遺跡や出現する遺跡が

多い。

I 尾花沢盆地丹生川流域：丹生川に合流する支流毎に遺

跡分布が確認される。原の内 A 遺跡 (308) は 7b 式期に

出現し、この地域の主要な集落になると考えられる。山

形県による第 2 次調査で 7b 式期の住居跡が 1 棟検出さ

れ、土偶の出土も認められる ( 山形県教委 1983)。

(2) 中期中葉 ( 大木 8a・8b 式期 )

　図 5 に当期の遺跡分布を示した。

A 須川上流域：思い川遺跡 (12) はこの領域の主要な集

落跡と考えられる。思い川 A 遺跡では、11 棟の竪穴住

居跡が検出され、うち 1 棟は 7b ～ 8a 式期、7 棟は大

木 8a ～ 8b 式になる。埋設土器も確認されている ( 山

形県教委 1981)。思い川 B 遺跡では 5 棟の竪穴住居跡

が検出され、大木 8a ～ 8b 式期が主と考えられる ( 上

山市教委 1980)。思い川遺跡は当期と考えられる三脚土

製品や土偶などの祭祀遺物の出土が多く、この時期の中

心的集落と思われる。牧野遺跡 (11) は、8a・8b 式期も

存在するが、主体は 7b ～ 8a 式期と考えられる。土偶・

大量の三脚土製品・三脚石器が出土し、この時期に伴う

ものと考えられる ( 上山市教委 1974・1975)。台の上

遺跡 (2) は県による調査で、大型柱穴 35 基や袋状土坑

3 基などが確認され、長軸 9m を超える建物跡の存在も

報告された ( 山形県教委 2004)。遺構の時期は 8b 式期

とされる。大型住居跡を伴う中核的な遺跡になりそうで

ある。須川から山形盆地への入口地点にも遺跡が分布す

る。

B 山形盆地南西部および白鷹山北東部：B1、B2 各々の

領域で遺跡分布が密となる。百々山遺跡 (32) は、前葉

から存続すると考えられ、三脚土製品・三脚石器・土偶

など祭祀関係遺物の出土が豊富である。この地域の中心

となる集落と考えられる。B2 地域は 8a 式期から継続

する遺跡も多く、8b 式期に遺跡数が最も多くなる。発

掘調査が行われた遺跡が乏しく、詳細は不明である。

C 馬見ヶ崎川流域：8a 式期に馬見ヶ崎扇状地の扇頂部

に熊
く ま の べ

ノ前遺跡 (53) が出現し、大木 10 式期まで存続す

る。当遺跡は山形県や山形市によって 4 次にわたる発

掘調査が実施された。第 2・4 次調査区で 8a 式期 2 棟、

8b 式期 2 棟、8a ～ 8b 式期 17 棟 ( 内検出のみ 8 棟 )、

8b ～ 9 式期 1 棟の竪穴住居跡が検出されている ( 山形

県教委 1979)。住居は分布が密集し重複が多い。検出さ

れた住居跡は円形プランの小・中規模のもので、大型住

居跡は確認されていない。また、8b から 9 式期にかけ

ての墓壙が確認された。墓壙には逆位に埋設された深鉢

の土器棺が納められている。祭祀遺物は、当期に伴う土

偶や大型石棒が出土している。周辺遺跡は、上流に松留

遺跡 (56)、南西には松山遺跡 (52) がある。

D 山形盆地東部：D1 地域は、立谷川の河岸段丘沿い、

東側の丘陵沿いに遺跡の分布が密となる。8a 式期から

8b 式期まで存続する遺跡と、新たに 8b 式期に出現す

る遺跡で構成されている。D2 地域の倉津川流域と周辺

の低地には、8a 式期に板橋 2 遺跡 (100) があり、8b 式
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期に願正壇遺跡 (97) が出現する。西沼田遺跡 (98) にも

8b 式期の遺物が確認される。砂子田遺跡 (95) は、南側

の扇状地扇端部に立地する。押切川流域では、上流と下

流域に遺跡の分布が認められる。D3 の白水川・日塔川

流域では、小田島城跡 (119) から、8a・8b 式期の遺物

が出土している。遺構の状況は不明である。薬師原遺跡

(117) は、8b 式期のみの短期間の遺跡である。

E 寒河江川流域：上流域では、山居遺跡 (198) が長期的

に存続する遺跡である。住居跡は中期後葉が中心である

が、集落に由来する 2 ヵ所の捨場では、1000 箱以上の

遺物が出土し、中期中葉期の土偶も出土した ( 山形県埋

文 1998)。山居遺跡周辺にも、8a・8b 式期の遺跡が分

布する。下流域では、富沢Ⅰ遺跡周辺で遺跡の分布が認

められるが、主要な集落となるのかは不明である。

F 山形盆地西部および白鷹山北西部：F1 地域の最上川

の段丘上に立地する高瀬山遺跡 (175) では、8a・8b 式

期の住居跡や遺物は、HO 地区や 1 期地区で確認されて

いるものの、現段階で拠点的な集落は確認されていな

い。むしろ柴橋遺跡 (179) において、長方形プランの大

型住居跡や、深さ 3m に及ぶ大型のフラスコ状土坑が確

認されており ( 寒河江市教委 1989)、当遺跡がこの地域

の中核的な集落に該当する可能性が高いものと考えられ

る。

　F2 の月布川流域では、最上川との合流地点付近に、

小見遺跡 (206)、最上川沿いに藤田原遺跡 (205) がある。

中間地域の遺跡分布は不明であるが、この地域も利用

されていたことが想定される。F3 地域では、最上川の

段丘に沿って遺跡が点在する。八ツ目久保遺跡 (221) は

8b 式期の竪穴住居跡 2 棟、土坑、包含層が検出された

( 山形県埋文 1999)。祭祀遺物は出土していない。地形

的な制約もあり小規模な分村的集落と考えられる。

G 葉山南東麓：G1 古佐川流域は、中葉期にも遺跡の

分布が確認される。小規模な遺跡とされる鶴狭間遺跡

(189)、お月山遺跡 (190) は前型式から継続し、中
なかどにゅう

土入

遺跡 (186)、奥
おくどにゅう

土入遺跡 (187) が前後して存在する。

　G2 地域は遺跡の分布が密である。千座川流域には中

村 A 遺跡 (124) が出現する。樽石川流域沿いは特に分

布が多く、8a・8b 式期を通じて存在する遺跡も多い。

しかし発掘調査が実施された遺跡がほとんどなく遺跡相

互の関係については不明である。

H 尾花沢盆地南部：遺跡密度が特に高い地域である。最

上川に合流する支流沿いや最上川沿いに遺跡が分布す

る。主要な集落跡となるのは、富並川流域の 8b 式期を

中心とする西
さいかいぶち

海渕遺跡 (153)、最上川の東岸に落合遺跡

(166) が存在する。西海渕遺跡は、県教育委員会によっ

て 1990・1991 年の 2 次にわたり調査が実施され、直

径約 140m におよぶ環状集落の全容が明らになった。

検出された主な遺構は長方形プランの大型竪穴住居跡

が 26 棟以上、円形・楕円形・隅丸方形の竪穴住居跡

が 30 棟以上、墓壙が約 150 基、フラスコ状土坑を含

む土坑・ピット群である ( 山形県教委 1991・1992、小

林 2012)。祭祀関係遺物では、多数の土偶・石棒が出

土している。この地域を中心とする拠点集落と考えられ

る。西海渕遺跡から北東へ 3.4km に位置するドザキ遺

跡 (234) は、町教育委員会の調査で、中期中葉と考えら

れる全長 10m を超える大型住居 2 棟が検出されている

( 大石田町教委 1996)。8b 式期の土偶も出土しており、

規模の大きな集落になると考えられる。北東へ約 5km

の位置に来迎寺遺跡 (235) がある。遺跡範囲が比較的広

く、県による調査で小型の竪穴住居跡が検出された ( 山

形県教委 1981)。また、調査に伴うものではないが青龍

刀形石器が出土している。

　最上川の東岸、沢の目川流域にある落合遺跡 (166)

は、山形県埋蔵文化財センターによる調査で、8a 式期

を中心とする竪穴住居跡 6 棟、土坑 142 基が検出され、

土偶や石棒も伴出した ( 山形県埋文 1996)。一方、古道

遺跡 (157)・中山遺跡 (158) は、小型・中型の円形プラ

ンが主体の住居跡で構成される。大型住居跡は未検出で

あり、分村的な性格の集落と考えられる。

I 尾花沢盆地丹生川流域： 丹生川と丹生川や最上川に合

流する各支流、牛房野川、赤井川、朧気川などの流域沿

いに遺跡が密に分布する。丹生川の上流に位置する原の

内 A 遺跡 (308) は、7b・8a・8b 式期にわたって継続し、

土偶も約 40 点の出土が報告されている ( 山形県教委

1981・1983・1984)。第 1 次調査では 8b 式期の住居

跡 2 棟が確認された。第 2 次調査では、調査面積は狭

いものの遺構が密集して検出され、8a 式期の住居跡が

3 棟、8b 式期の住居跡が 8 棟検出された。第 3 次調査

でも、中期中葉と考えられる住居跡 2 棟、炉跡 47( 石

囲炉 9 基を含む )、フラスコ状土坑、墓壙、配石遺構 3 基、

最上川中流域における縄文時代中期から後期の遺跡分布
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埋設土器 5 基などが調査された。フラスコ状土坑から

は大木 8a・8b 式土器が出土しており、中葉期の集落に

伴うと考えられる。遺跡範囲は東西約 200m と推定さ

れ、この領域の中核的な集落と考えられる。

　朧気川流域に立地する巾遺跡 (306) は市教育委員

会により調査が行われている ( 尾花沢市教委 1983・

1984)。東西 100m、南北 500m の大規模な遺跡で、開

発により削平された部分が多いが、調査では 8a 式期を

中心とした埋設土器や土坑が報告されている。落合遺跡

に準じる主な集落と考えられる。

(3) 中期後葉 ( 大木 9・10 式期 )

　図 6 に当期の遺跡分布を示した。

A 須川上流域：この地域は、9 式期の遺跡は比較的確認

できるものの、10 式期では 2 遺跡のみの確認と大幅に

減少する。9 式期では、思い川遺跡 (12) で埋設土器 2

基や、竪穴住居跡 ( 炉形態から 9 式以前の可能性もある )

も報告されているが、中心的集落とは考えにくい。この

地域で発掘調査により当期の集落様相が判明した事例は

現在のところ乏しい。

B 山形盆地南西部および白鷹山北東部：B1 山形盆地南

西部丘陵地では、須川支流の本沢川流域沿いに二位田遺

跡 (31)、石田遺跡 (28) を中心として遺跡分布が認めら

れる。石田遺跡では居住域は不明であるが、10 式期の

埋設土器が検出されている ( 山形県埋文 2004)。窪遺跡

(37) も 9・10 式期にかけて継続すると考えられる。

　B2 白鷹山北東部地域では、根際的場遺跡 (64) で 10

式期の竪穴住居跡が 4 棟確認された。東側の山地・丘

陵地にも向坂遺跡 (75)、西の原遺跡 (71) などが存在し、

山間部にも集落があると考えられる。

C 馬見ヶ崎川流域：中流域や上流域にかけて遺跡が点在

する。9・10 式期にかけて存続する遺跡が目立つ。熊

ノ前遺跡 (53) は、9・10 式期 (10 式は前半 ) の集落跡

が存在し、この地域の中心的集落と考えられる。第 2・

4 次調査では、9 式期の住居跡が 4 棟、炉跡のみが 3 基、

9 ～ 10 式期の住居跡が 4 棟、炉跡のみが 2 基、10 式

期住居跡が 7 棟、炉跡のみ 3 基が調査された ( 山形県

教委 1979)。山形市の調査では、第 1 次調査で 9 式期

と考えられる住居跡が 4 棟、炉跡 2 基が ( 山形市教委

1975)、第 3 次調査では、複式炉を備える 9 ～ 10 式期

の住居跡が 4 棟調査された ( 山形市教委 1978)。

　馬見ヶ崎扇状地の扇央部に位置する西高敷地内遺跡

(49) は、9 式新段階から集落が出現すると考えられる

が、最も規模が拡大すると考えられるのは 10 式期であ

る。熊ノ前遺跡が衰退する 10 式後半が最も集落規模が

拡大し、地域集団の移動が想定される。第1・2次調査で、

10 棟の中期末の竪穴住居跡が検出され、10 式期と考え

られるのは 8 棟である ( 山形県教委 1979)。第 3 次調

査では、10 式期の住居跡が 1 棟確認された ( 山形県教

委 1985)。第 4 次調査では、48 棟の竪穴住居跡が確認

され、その内 10 式期は 44 棟である。祭祀遺物として

6 点の土偶、石棒などが出土した ( 山形県教委 1992)。

第 5 次調査では、19 棟の竪穴住居跡が検出され、その

内 10 式期に比定された住居跡は 11 棟である ( 山形県

教委 1993)。山形市教育委員会による調査 ( 山形市教委

2004) では、5 棟の竪穴住居跡と 2 棟の掘立柱建物跡が

確認されている。当集落跡は、竪穴住居跡および掘立柱

建物跡群を伴う集落構成をとることが考えられる。短期

間であるがこの領域の拠点的集落を形成していたことが

想定される。

D 山形盆地東部：9 式期の遺跡は多いが 10 式期になる

と遺跡数は減少する。D1 立谷川流域や東側の丘陵地に

分布が多い。D2 地域では、倉津川・押切川・乱川流域

の扇央部に 9 式期の遺跡が分布するが、10 式期には消

滅する。野川流域には少数ながら 9・10 式期にわたる

遺跡が存在する。D3 白水川・日塔川流域であるが、小

林遺跡 (115)・小田島城跡 (119) など比較的遺跡の分布

が多い地域である。小林遺跡 B 地点では部分的調査な

がら 9・10 式期の竪穴住居跡 8 棟が確認された ( 山形

県教委 1976)。祭祀関連の遺構では、中期末と考えられ

る配石遺構 1 基や直径約 17m の列石遺構が確認されて

おり、墓域を伴う可能性がある拠点的な集落であると考

えられる。小田島城跡は 9・10 式期を主体とする遺物

包含層が報告されている ( 山形県埋文 2004)。付近に居

住域が存在する可能性がある。

E 寒河江川流域：寒河江川中流域では富沢Ⅰ遺跡 (181)

などが、上流地域では山居遺跡 (198) と周辺に分布が密

な地域が確認される。山居遺跡は、中期後半の時期を主

とする集落跡であり、検出された 22 棟の竪穴住居跡の

大半は 9 式から 10 式前半にかけての時期である ( 山形

県埋文 1998)。寒河江川上流域での長期的に存続する集
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落跡であると考えられる。

F 山形盆地西部および白鷹山北西部：この地域は調査に

よって集落の内容が明らかになった遺跡が比較的多い。

　F1 地域であるが、高瀬山遺跡 (175) では当期の集

落跡が地点を変えながら営まれている事が判明してい

る。1 期地区では、9 式前半の 4 棟の住居跡による集落

が存在する ( 山形県埋文 2004)。SA 地区・HO 地区で

は 10 式前半を中心とする集落が確認された ( 山形県埋

文 2001・2005)。短期間に営まれた小規模な集落であ

り、集落構造が把握できる ( 菅原 2008)。住居群は全体

に半円状に分布し、住居群に重複してやや内側に土坑

群が分布し、埋設土器が集中する地点も確認される。

規模は直径約 120 ～ 150m である。1 時期に 4 ～ 5 棟

の戸数で構成されると想定される。HO 地区 3 期では、

10 式後半を中心とする集落が確認されている ( 山形県

埋文 2012)。うぐいす沢遺跡 (178) では、9 式期の竪穴

住居跡 1 棟、10 式期の重複する竪穴住居跡 7 棟と、貯

蔵穴や墓壙と考えられる土坑群が報告された ( 山形県教

委 1981)。柴橋遺跡 (179) では、10 式前半の竪穴住居

跡 9 棟が報告されている ( 寒河江市教委 1989)。住居は

重複し密集した分布を呈し、高瀬山遺跡と比較してより

規模の大きい集落となることが想定される。

　F2 の月布川流域では、橋上遺跡 (208) が当期に出現

する ( 大江町教委 1984)。竪穴住居跡 14 棟、埋設土器

約 50 基、土坑群、配石遺構が確認された。集落は 10

式期から後期初頭にかけてが中心であり、この流域の中

心的な集落跡と考えられる。

　F3 でも比較的当期の遺跡が認められる。八ツ目久保

遺跡 (221) では、9 式期の竪穴住居跡が 1 棟、10 式期

の竪穴住居跡が 4 棟、土坑、包含層が検出されており (

山形県埋文 1999)、分村的な集落と考えらえる。

G 葉山南東麓：G1 古佐川流域は、お月山遺跡 (190) が

ある。昭和 29 年に山形大学により、複式炉と考えられ

る炉跡を備える竪穴住居跡 1 棟が調査された ( 赤塚ほか

1969)。

　G2 葉山南東麓北側では、千座川流域に中村 A 遺跡

(124) がある。県による調査で、竪穴住居跡 9 棟、土坑、

埋設土器 12 基、配石遺構 1 基が確認された ( 山形県教

委 1983)。竪穴住居跡は概ね 10 式期と考えられる。埋

設土器からなる墓域と考えられる領域や貯蔵域を備える

継続的な集落であると思われる。また、最上川が蛇行す

る三ヶ瀬付近には、9・10 式期の遺跡分布が比較的多い。

H 尾花沢盆地南部：最上川とその支流 ( 富並川・沢の目川 )

を中心に、9式期の遺跡の分布が多いが、10式期では2ヵ

所程度と激減する。西海渕遺跡 (153)・中山遺跡 (158)・

古道遺跡 (157)・落合遺跡 (166) などは 8b 式期から存

在している遺跡であるが、9 式期の古・中段階でほぼ集

落の継続が途絶えるように思われる。

I 尾花沢盆地丹生川流域：丹生川とその支流沿いに遺跡

が分布するが、中葉期と比較すれば遺跡数はやや少な

い。この地域では集落全体の調査事例が乏しく遺跡内容

は不明であるが、丹生川と支流に沿って短期間で場所を

変える遺跡が多いように思われる。

(4) 後期初頭～前葉 ( 後期初頭・南境 1・2 式期 )

　図 7 に当期の遺跡分布を示した。

A 須川上流域：上野遺跡 (20) が南境 2 式期に位置付け

られる以外、この時期の遺跡はほとんど報告されていな

い。遺跡数は減少するが、集落が無いと考えるのは早計

であり、今後の調査の進展が期待される 4)。

B 山形盆地南西部および白鷹山北東部：B1 山形盆地南

西部では、須川支流本沢川が流れる低地に谷柏遺跡 (26)

など遺跡が集中している。富神山南東には南境 1 ～ 2

式期の窪遺跡 (37) や大清水遺跡 (36) がある。窪遺跡に

は環状列石や集石遺構が確認されており、後期中葉にか

けて墓域が形成されていく ( 山形県教委 1981)。B2 白

鷹山北東山間部は当期の遺跡は少なく、後期前葉の玉虫

A 遺跡 (67) のみである。低地との境界の段丘上には根

際的場遺跡 (64) などが立地する。

C 馬見ヶ崎川流域：中期後葉と比較すれば遺跡の分布は

少ない。関沢 B 遺跡 (58)・千葉屋敷遺跡 (55)・双葉町

遺跡 (50) などの遺跡が確認されているが、細別時期や

遺構の内容は不明である。

D 山形盆地東部：当期の遺跡分布は少ない。D1 立谷川

流域には、中地蔵遺跡 (63)・桜江遺跡 (79) などがある

が、集落内容は不明である。D2 の押切川流域には渡戸

遺跡 (104) がある。後期中葉にかけての時期が主体であ

る。乱川流域には猪野沢横台遺跡 (109) がある。D3 白

水川・日塔川流域であるが、小田島城跡 (119) は南境 1

～ 2 式期になる。遺構は埋設土器が報告されている ( 山

形埋文 2004)。キノコ形土製品が出土しているが、この
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時期に伴う可能性がある。調査で住居跡は検出されてい

ないが付近に集落も存在すると考えられる。

E 寒河江川流域：下流には、後期初頭から南境 2 式期ま

で確認される富沢Ⅰ遺跡 (181) がある。土坑などの遺構

が確認されているが住居跡は検出されていない。上流に

は南境 2 式期の小月山橋遺跡 (195) がある。

F 山形盆地西部および白鷹山北西部：F1 の高瀬山遺跡

(175) では、後期初頭から南境 2 式期にかけて継続して

遺構が確認されている(山形県埋文2012)。後期初頭は、

主要な集落の存在は確認されていないが、南境 1 式期

には包含層が形成されるなど安定した集落が存在してい

た可能性が考えられる。平野山古窯跡群 (180) などは一

時的な利用と思われる。

　F2 の月布川流域であるが、橋上遺跡 (208) は中期末

から後期初頭、南境 1 式期と存続する集落跡である。

後期初頭と考えられる住居群が確認されている ( 大江町

教委 1984)。遺物では、後期前葉と考えられる土偶や、

腕輪状土製品などが出土しており、後期初頭から前葉の

この流域の中心的な集落と考えられる。また、橋上遺跡

の上流や下流域沿いに後期前葉の遺跡が 3 ヶ所確認さ

れている。

　F3 地域では、後期初頭の遺物が確認された上川原山

ノ神遺跡 (217) のみである。当遺跡は晩期が主体で掘立

柱建物跡が検出されている。

G 葉山南東麓：G1 葉山南東麓南側では、奥土入遺跡 (187)

が後期前葉となる。他に時期の判別できる遺跡はない。

　G2 千座川流域には中村 A 遺跡 (124) があり、中期か

ら継続して営まれる集落跡である。後期初頭から南境 2

式期・後期中葉まで遺構・遺物が確認され、時期幅が長

い。後期は南境 1 式期の土坑・埋設土器が確認され、

前葉・中葉期の土偶が出土する。住居跡は検出されず集

落規模は不明であるが、墓域を伴うこの地域の中心とな

る集落であると考えられる ( 山形県教委 1983)。三ヶ瀬

付近の南側には、前葉の遺跡が分布するが、細別時期や

集落内容は不明である。

H 尾花沢盆地南部：最上川やその支流の段丘を中心とし

て比較的遺跡の分布が確認される。注目されるのは、富

並川と最上川の合流地点に立地する川口遺跡 (150) であ

る。県教育委員会による調査で、南境 2 式期を中心と

する竪穴住居跡 13 棟、墓壙 45 基、土坑・柱穴 1500

基以上、集石遺構が検出され、集落構造について分析が

行われている ( 山形県教委 1990・小林 2012)。墓壙は

小判型を基調とし、石組石棺をもつ墓壙は 6 基確認さ

れ、主軸方向は西に偏る傾向があることが指摘されて

いる。後期前葉から中葉の当地域の中心的な集落である

と考えられる。その他、本格的な発掘調査は実施されて

いないが、北側の最上川段丘沿いに、玉ノ木平 F 遺跡

(243)、来迎寺遺跡 (235) などが分布する。

I 尾花沢盆地丹生川流域：詳細時期が判別できる遺跡は

少ないが、丹生川と丹生川に合流する牛房野川や赤井川

などの支流に沿って後期前葉遺跡の分布が認められる。

調査が行われた遺跡では漆坊遺跡 (269) があり、南境 1・

2 式と、それ以降に存続する集落である ( 尾花沢市教委

1982)。

6　まとめ

　最上川の中流域における縄文中期から後期前葉にわた

る遺跡分布を検討してきた。内容を以下にまとめ、補足

を述べたい。

　中期から後期前葉にわたる最上川中流域の遺跡数は、

大木 7a 式～大木 8b 式にかけて増加し、8b 式期がピー

クとなる。しかし、大木 9 式期から減少に転じ、大木

10 式期から後期初頭期にかけて激減する。後期前葉期

は遺跡数が少ない状態で推移している。遺跡の標高分布

では、遺跡の増加にともない標高が高い領域の利用が進

むが、後期前葉期では標高 201m 以上となる遺跡数が

他の時期と比較し少ない。中期後半から後期にかけて気

候が寒冷化することが指摘されているが、植生や環境の

変異により、中期前・中葉期の居住地や生業域の不適化

などが反映されているものと考えられる。

　各期にわたる遺跡分布であるが、台地・段丘から低地

にかかる領域や河川沿いの段丘上、河川の合流地点が特

に密である。平野部や扇状地の扇央・扇端部は分布が希

薄な地域である。しかし西高敷地内遺跡や城南町遺跡の

ように、沖積地の地表深くから確認された遺跡もあり、

今後低地域での活動が明らかにされることが望まれる。

　遺跡分布の領域であるが、最上川に合流する支流域

を中心とするものが多く、小分布域では直径 5km ～

10km、比較的長大な寒河江川流域などでも 20km 内の

範囲で分布のまとまりが認められる 5)。この分布域は中
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註
1) 　小林氏は、山形県の縄文後期前葉の時期区分について、堀

之内 1 式・2 式に併行させて南境式を南境 1 式・2 式に区分
することを提唱している。また、水戸部秀樹氏はかっぱ遺跡
の報告において、この見解に基づき後期前葉の土器群につい
て南境 1・2 式の呼称を用いている ( 水戸部 2003)。

2) 　遺跡一覧表の時期の表記であるが、「〇」は報告書などで
その時期に比定される事を表す。「◎」は、その時期の遺構
が存在することを表す。「●」はその時期に住居跡が検出さ
れていることを表す。「－」は細別型式が不詳であることを
示す。例えば、中期前葉に比定されるが型式が不詳である場
合は、7a・7b 式の欄に「－」を入れている。また表の作成
にあたり、引用・参考とした報告書や文献について、本来は
引用文献の欄に記すべきであるが、紙面の制約もあり、「文献」
の欄に略記した。本文中で引用した報告書出典も文献欄に略
記した。

3) 　公開シンポジウム「関東甲信越地方における中期 / 後期変

動期」において、安斎正人氏は縄文時代の気候変動について
概要を述べている ( 安斎正人 2013「ー完新世の気候変動と
縄紋文化の変化ー」『関東甲信越地方における中期 / 後期変
動期　4.3ka イベントに関する考古学現象③』公開シンポジ
ウム『関東甲信越地方における中期 / 後期変動期』実行委員
会 )。

4)　未報告であるが、本荘郷土史編集委員会鈴木直一氏が保管
されている、上山市楢下の上新田出土の遺物が注目される。
遺物は、南境 1・2 式期の縄文土器が中心で、この時期に伴
うと思われる土偶体部もあった。未登録の当遺跡により、こ
の地域に後期前葉期集落が存在していると考えられる。

5) 　小林圭一氏は、最上川流域の縄文晩期遺跡領域について、
半径 2.5 ～ 5km の範囲をひとつの拠点集落の単位と考え検
討を行っている ( 小林 2001)。
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期を通じて遺跡の多寡はあるが存続する。後期前葉では

遺跡数は極めて少ないが各領域に遺跡の分布が継続して

いる。この分布領域がそのまま当時の縄文人の活動領域

を示すものとして結論づけることはひかえたいが、今後

の調査の進展によって各領域の遺跡と集落の性格が明ら

かにされ、より具体的な縄文時代の集団領域が復元でき

ることを望みたい。

　最後に、本論をまとめるにあたり、小林圭一氏からは

地形図の提供や遺跡内容についてご教示いただいた。記

して感謝申し上げたい。

時期 中期前葉 中期中葉 中期後葉 後期前葉
遺跡数 74 201 136 66

中期 後期
時期 大木 7a 大木 7b 大木 8a 大木 8b 大木 9 大木 10 初頭 南境１ 南境２

遺跡数 30 54 96 132 105 63 12 15 12

表１　最上川中流域の時期別遺跡数

7a ～ 7b 7b ～ 8a 8a ～ 8b 8b ～ 9 ９～ 10 10 ～後初
後初～南境

1
南境１～ 2

存続 21 30 73 51 39 9 5 9
出現 32 65 58 53 23 3 10 3
消滅 9 23 22 79 65 53 7 3
計 62 118 153 183 127 65 22 15

表２　最上川中流域の時期別遺跡消長

図１　最上川中流域の時期別遺跡数グラフ

最上川中流域における縄文時代中期から後期の遺跡分布
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7a ７ｂ 8a 8b 9 10 後期前葉
51 ～ 100m 7 15 19 30 24 10 18
101 ～ 150m 8 11 29 38 34 22 23
151 ～ 200m 4 8 23 27 20 16 18
201 ～ 250m 5 9 9 15 10 5 1
251 ～ 300m 4 3 5 5 6 2 1
301 ～ 350m 0 3 2 5 4 3 1
351 ～ 400m 0 1 2 2 1 0 1
401 ～ 450m 0 1 2 2 2 2 1
451 ～ 500m 0 0 1 1 0 1 1
501 ～ 550m 0 0 2 3 1 1 0
551 ～ 600m 0 1 1 2 0 1 1
601 ～ 650m 0 1 1 1 2 0 0
650 ～ 700m 1 0 0 0 0 0 0
701 ～ 750m 0 0 0 0 0 0 0
751 ～ 800m 0 0 0 0 0 0 0
801 ～ 850m 0 0 0 0 1 0 0

計 29 53 96 131 105 63 66

表３　最上川中流域の時期別遺跡標高

山地
山地～丘陵

地
丘陵 台地・段丘 低地 その他 合計

7a 3 2 3 14 6 0 28
10.71% 7.14% 10.71% 50.00% 21.43% 0.00% 100.00%

7b 6 3 8 21 12 1 51
11.76% 5.88% 15.69% 41.18% 23.53% 1.96% 100.00%

8a 18 3 13 39 21 1 95
18.95% 3.16% 13.68% 41.05% 22.11% 1.05% 100.00%

8b 19 4 14 56 35 1 129
14.73% 3.10% 10.85% 43.41% 27.13% 0.78% 100.00%

9 17 3 8 39 32 2 101
16.83% 2.97% 7.92% 38.61% 31.68% 1.98% 100.00%

10 4 7 4 30 17 1 63
6.35% 11.11% 6.35% 47.62% 26.98% 1.59% 100.00%

後期前
葉

8 4 6 28 18 2 66
12.12% 6.06% 9.09% 42.42% 27.27% 3.03% 100.00%

表４　最上川中流域の時期別遺跡立地

図２　最上川中流域の時期別遺跡立地グラフ
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分
布

(3
0)

3
20

7-
00

5
手

塩
原

上
山

市
楢

下
字

手
塩

皿
塚

低
地

(谷
底

平
野

)
26

0
須

川
○

土
器

・
石

鏃
・

土
師

器
県

遺
跡

台
帳

・
県

史
考

古
資

料
4

20
7-

00
7

関
渡

戸
上

山
市

楢
下

字
上

新
田

10
17

低
地

(谷
底

平
野

)
24

0
須

川
－

－
○

中
期

の
土

器
片

・
石

鏃
・

石
匙

県
史

考
古

資
料

他
5

20
7-

00
8

元
屋

敷
上

山
市

楢
下

字
元

屋
敷

76
低

地
(谷

底
平

野
)

24
0

須
川

○
○

土
器

片
・

石
鏃

・
石

斧
県

史
考

古
資

料
他

6
20

7-
00

6
し

ゃ
く

し
小

屋
上

山
市

楢
下

字
神

明
前

12
11

低
地

(谷
底

平
野

)
23

0
須

川
○

○
中

期
の

土
器

片
・

石
鏃

県
史

考
古

資
料

他
7

20
7-

00
9

丸
山

上
山

市
小

笹
字

丸
山

段
丘

(Ⅲ
)

26
7

須
川

○
○

土
器

片
・

石
棒

・
石

鏃
県

史
考

古
資

料
・

県
分

布
(2
7)

他
8

20
7-

01
1

虚
空

蔵
平

上
山

市
小

笹
字

虚
空

蔵
平

77
9

段
丘

(Ⅲ
)

32
0

須
川

○
土

器
片

県
遺

跡
台

帳
・

県
史

考
古

資
料

9
20

7-
01

0
久

保
川

上
山

市
久

保
川

字
道

下
11

3
段

丘
(Ⅲ

)
26

0
須

川
－

－
○

土
器

片
県

史
考

古
資

料
他

10
20

7-
01

9
泥

部
上

山
市

上
生

居
字

包
小

屋
地

11
36

・
字

泥
部

他
丘

陵
地

31
0

生
居

川
(須

川
支

流
)

○
○

○
(後

期
後

葉
・

晩
期

)竪
穴

住
居

10
・

土
坑

/(
後

期
・

晩
期

主
体

)土
器

・
貝

形
土

製
品

・
土

偶
・

石
棒

・
石

刀
・

石
剣

・
円

盤
状

石
製

品
・

土
錘

・
有

孔
石

製
品

・
異

形
石

器
県

分
布

(9
)・

県
70

集
他

11
20

7-
01

8
牧

野
上

山
市

牧
野

字
原

21
53

段
丘

(Ⅲ
)

23
0

須
川

○
○

●
○

○
(中

期
前

半
)土

器
・

石
器

・
三

脚
土

製
品

・
三

脚
石

器
・

土
偶

・
耳

栓
上

山
市

19
75

・
市

史
別

巻
上

他
12

20
7-

03
7

思
い

川
上

山
市

高
松

字
向

里
河

間
低

地
18

5
思

い
川

●
●

●
●

土
器

・
石

棒
・

土
偶

・
耳

栓
・

三
脚

土
製

品
・

三
脚

石
器

・
烏

帽
子

形
土

製
品

(思
い

川
A)

(中
期

)竪
穴

住
居

12
・

土
坑

・
埋

設
土

器
/遺

物
20

0
箱

県
37

集
(思

い
川

B)
(中

期
)竪

穴
住

居
5・

土
坑

/遺
物

90
箱

上
山

市
2
号

13
20

7-
04

0
蔵

王
開

拓
上

山
市

永
野

蔵
王

20
07

大
起

伏
火

山
地

44
0

蔵
王

川
○

○
○

○
土

器
片

県
史

考
古

資
料

・
市

史
別

巻
上

他
14

20
7-

02
3

前
下

上
山

市
永

野
字

前
下

19
27

低
地

(谷
底

平
野

)
36

0
蔵

王
川

○
土

器
片

県
史

考
古

資
料

他
15

20
7-

06
1

永
野

上
山

市
永

原
・

川
原

20
07

低
地

(谷
底

平
野

)
33

0
蔵

王
川

○
○

石
斧

多
い

県
史

考
古

資
料

・
市

史
別

巻
上

他
16

20
7-

02
0

高
野

上
山

市
高

野
扇

状
地

30
0

蔵
王

川
○

土
器

・
石

鏃
・

石
匙

・
石

箆
上

山
市

史
別

巻
上

他
17

20
7-

04
8

黒
森

上
山

市
黒

森
・

大
森

崩
積

緩
斜

面
64

0
本

沢
川

○
土

器
片

・
石

鏃
・

石
斧

・
発

火
石

県
史

考
古

資
料

他
18

20
7-

03
4

出
口

上
山

市
黒

森
原

野
崩

積
緩

斜
面

47
0

本
沢

川
－

－
－

土
器

片
県

史
考

古
資

料
・

小
林

20
01

他
19

20
1-

17
0

蔵
王

温
泉

養
鱒

場
山

形
市

蔵
王

温
泉

火
山

山
麓

地
82

0
酢

川
－

－
○

土
器

片
・

石
鏃

県
遺

跡
台

帳
20

20
1-

15
8

上
野

山
形

市
上

野
大

坊
清

水
中

起
伏

山
地

40
0

松
尾

川
○

○
○

土
器

・
石

鏃
・

石
皿

県
台

帳
・

市
史

上
巻

・
小

林
20

01
21

20
1-

14
3

長
者

屋
敷

山
形

市
松

原
字

石
原

坂
17

33
-1

0
山

地
・

火
山

山
麓

地
19

0
須

川
○

(後
期

?)
竪

穴
住

居
跡

2・
土

坑
/土

器
・

石
器

セ
ン

タ
ー

14
7
集

22
20

1-
15

2
藤

木
山

形
市

蔵
王

半
郷

藤
木

扇
状

地
18

0
松

尾
川

○
○

土
器

片
・

石
器

県
遺

跡
台

帳
23

20
1-

15
3

半
郷

山
形

市
蔵

王
半

郷
戸

苅
田

扇
状

地
16

0
～

17
0

松
尾

川
○

土
器

片
・

土
偶

県
遺

跡
台

帳
24

20
1-

12
6

戸
苅

田
山

形
市

蔵
王

半
郷

戸
苅

田
段

丘
(Ⅲ

)
17

5
須

川
○

○
土

器
片

県
遺

跡
台

帳
25

20
1-

06
4

横
手

区
山

形
市

松
原

字
横

手
扇

状
地

12
5

須
川

○
土

器
県

遺
跡

台
帳

他
26

20
1-

29
6

谷
柏

山
形

市
谷

柏
段

丘
(Ⅲ

)
12

0
花

川
○

山
形

市
史

上
巻

27
20

1-
29

3
谷

柏
J

山
形

市
谷

柏
低

地
(自

然
堤

防
)

12
8

須
川

支
流

－
－

－
小

林
20

01
28

20
1-

32
7

石
田

山
形

市
谷

柏
字

石
田

扇
状

地
12

7
本

沢
川

◎
◎

(中
期

末
～

後
期

前
葉

)埋
設

土
器

4/
土

器
・

石
器

セ
ン

タ
ー

12
2
集

・
小

林
20

01
29

20
1-

28
2

念
力

寺
南

山
形

市
谷

柏
段

丘
(Ⅲ

)
12

0
本

沢
川

○
○

土
器

県
分

布
(1
2)

他
30

20
1-

28
0

本
沢

川
山

形
市

谷
柏

低
地

(自
然

堤
防

)
12

8
本

沢
川

－
－

－
山

形
市

史
上

巻
・

県
分

布
(1
2)

他
31

20
1-

27
6

二
位

田
山

形
市

二
位

田
字

割
田

33
0-

1
扇

状
地

扇
央

部
12

7
本

沢
川

○
○

○
土

器
・

石
器

(磨
斧

・
石

皿
・

石
棒

・
石

鏃
他

)・
土

製
品

(土
偶

等
)・

弥
生

土
器

県
6
集

他
32

20
1-

04
1

百
々

山
山

形
市

長
谷

堂
字

百
々

山
扇

状
地

16
7

本
沢

川
○

○
○

土
器

多
量

・
石

器
多

数
(石

匙
・

石
鏃

・
石

斧
・

石
皿

等
)・

土
偶

・
三

脚
石

製
品

・
三

脚
土

製
品

・
三

脚
石

器
・

刻
線

の
あ

る
石

製
品

・
土

製
玦

状
耳

飾
・

土
師

器
・

須
恵

器
山

形
市

史
・

県
史

考
古

資
料

・
分

布
(1
2)

他
33

20
1-

01
8

谷
地

前
山

形
市

長
谷

堂
字

谷
地

前
丘

陵
地

14
5

本
沢

川
○

○
土

器
県

遺
跡

台
帳

34
20

1-
22

6
金

池
山

形
市

柏
倉

字
金

池
低

地
(谷

底
平

野
)

15
0

遅
沢

川
○

○
(晩

期
)土

坑
/土

器
・

石
器

は
晩

期
が

主
体

山
形

市
史

上
巻

・
県

33
集

他
35

20
1-

21
3

坊
屋

敷
山

形
市

柏
倉

字
坊

屋
敷

谷
底

平
野

15
4

遅
沢

川
○

－
－

－
(晩

期
)土

壙
(墓

壙
)・

埋
設

土
器

/(
晩

期
中

心
)土

器
・

土
偶

・
石

棒
・

石
刀

県
分

布
(1
2)
・

県
33

集
36

20
1-

22
9

大
清

水
山

形
市

柏
倉

字
大

清
水

丘
陵

地
15

4
遅

沢
川

－
－

○
○

(後
期

中
葉

)住
居

跡
2・

土
坑

/石
刀

(後
期

か
)

県
分

布
(1
2)
・

県
33

集
37

20
1-

18
5

窪
山

形
市

柏
倉

字
窪

扇
状

地
17

1
須

川
○

○
○

○
○

(後
期

中
葉

)環
状

列
石

・
配

石
/土

器
・

石
器

・
石

棒
山

形
市

史
上

巻
・

県
33

集
38

20
1-

18
1

館
山

形
市

柏
倉

字
館

段
丘

(Ⅱ
)

14
0

富
神

川
○

○
縄

文
の

遺
構

未
確

認
、

遺
物

の
み

県
34

集
・

県
分

布
(1
2)

39
20

1-
16

6
宿

山
形

市
柏

倉
字

宿
段

丘
(Ⅱ

)
14

0
富

神
川

－
－

○
県

史
考

古
・

市
史

・
県

分
布

(1
2)

40
20

1-
16

5
柏

倉
八

幡
山

形
市

柏
倉

字
八

幡
段

丘
(Ⅲ

)
16

8
富

神
川

○
○

○
○

県
分

布
(1
2)

他
41

20
1-

09
9

門
伝

・
日

光
山

山
形

市
門

伝
字

日
光

山
扇

状
地

16
0

山
王

川
○

○
石

小
刀

・
石

箆
県

分
布

(1
2)

他
42

20
1-

28
5

喜
平

田
山

形
市

谷
柏

低
地

(自
然

堤
防

)
13

0
須

川
支

流
－

－
－

山
形

市
史

上
巻

・
小

林
20

01
43

20
1-

29
0

前
田

山
形

市
谷

柏
字

前
田

低
地

(扇
状

地
・

崖
錐

)
12

8
須

川
支

流
－

－
－

土
偶

・
岩

版
・

石
棒

(後
期

)
山

形
市

史
上

巻
・

小
林

20
01

44
20

1-
28

3
木

戸
山

形
市

上
桜

田
字

木
戸

35
5
外

段
丘

(Ⅲ
)

20
2

馬
立

川
○

(中
期

?)
竪

穴
住

居
1・

土
坑

/土
器

・
掻

器
・

剥
片

県
分

布
(1
8)

45
20

1-
13

1
神

尾
山

形
市

神
尾

低
地

(扇
状

地
)

53
0

(滝
山

川
)

－
－

県
遺

跡
台

帳
46

20
1-

30
5

中
桜

田
山

形
市

中
桜

田
中

起
伏

山
地

20
0

須
川

○
○

土
器

・
石

器
県

遺
跡

台
帳

47
20

1-
21

0
永

大
ハ

ウ
ス

裏
山

形
市

小
立

1
丁

目
扇

状
地

前
縁

部
16

0
滝

山
川

○
○

土
器

片
多

数
県

遺
跡

台
帳

48
20

1-
21

1
松

見
町

山
形

市
松

見
町

(地
図

で
は

鳥
居

ヶ
岡

)
扇

状
地

前
縁

部
15

0
滝

山
川

○
○

土
器

片
・

凹
石

・
磨

石
・

石
皿

・
打

製
石

斧
県

遺
跡

台
帳

49
20

1-
14

1
山

形
西

高
敷

地
内

山
形

市
鉄

砲
町

1
丁

目
扇

状
地

扇
央

部
13

4
馬

見
ヶ

崎
川

○
●

県
分

布
(2
3)

(1
次

)
山

形
市

鉄
砲

町
1
丁

目
15

-6
4

(中
期

後
葉

)竪
穴

住
居

10
・

土
坑

/土
器

・
石

器
県

17
集

(3
次

)
山

形
市

鉄
砲

町
1
丁

目
15

-6
5

(中
期

後
葉

)竪
穴

住
居

1
県

91
集

(4
次

)
山

形
市

鉄
砲

町
1
丁

目
15

-6
6

(中
期

後
葉

)竪
穴

住
居

48
・

土
坑

・
埋

設
21

/土
偶

・
土

製
垂

飾
・

キ
ノ

コ
形

土
製

品
?

県
17

3
集

表
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文
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期
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後
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前
葉
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番
号

県
登

録
番

号
遺

跡
名

所
在

地
地

形
標

高 (m
)

河
川

時
期

中
期

後
期

遺
構

/出
土

遺
物

/備
考

文
献

7a
7b

8a
8b

9
10

初
頭

南
1

南
2

49
20

1-
14

1
山

形
西

高
敷

地
内

(5
次

)
山

形
市

鉄
砲

町
1
丁

目
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縄

文
時

代
中

期
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後
期

前
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の
遺

跡

最上川中流域における縄文時代中期から後期の遺跡分布
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史
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(1
5)

14
8

20
8-

09
5

早
房

D
村

山
市

富
並

字
小

滝
段

丘
(Ⅱ

)
85

最
上

川
○

土
器

・
フ

レ
ー

ク
・

弥
生

土
器

県
分

布
(7
)・

県
13

1
集

14
9

20
8-

09
1

小
滝

A
村

山
市

富
並

字
小

滝
段

丘
(Ⅱ

)
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最
上

川
○

土
器

・
フ

レ
ー

ク
県

分
布
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)
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番
号

県
登

録
番

号
遺

跡
名

所
在

地
地

形
標

高 (m
)

河
川

時
期

中
期

後
期

遺
構

/出
土

遺
物

/備
考

文
献

7a
7b

8a
8b

9
10

初
頭

南
1

南
2

15
0

20
8-

09
9

川
口

村
山

市
富

並
字

川
口

低
地

(谷
底

平
野

)
80

富
並

川
◎

◎
●

(後
期

前
・

中
葉

)竪
穴

住
居

13
・

墓
壙

45
・

集
石

・
土

坑
・

柱
穴

/土
器

・
石

器
・

土
偶

・
耳

栓
・

ス
タ

ン
プ

形
土

製
品

・
石

棒
・

石
刀

ほ
か

県
15

1
集

15
1

20
8-

09
2

里
向

山
村

山
市

富
並

字
向

山
49

20
-1

1
段

丘
(Ⅰ

+)
13

5
最

上
川

○
○

土
器

・
弥

生
土

器
・

環
状

石
斧

県
遺

跡
台

帳
・

県
分

布
(7
)

15
2

20
8-

08
4

深
沢

向
山

村
山

市
富

並
字

向
山

45
28

-7
～

12
段

丘
(Ⅰ

+)
14

0
最

上
川

○
○

土
器

・
フ

レ
ー

ク
県

分
布

(7
)・

(1
5)

他
15

3
20

8-
07

5
西

海
渕

村
山

市
富

並
字

西
海

渕
段

丘
(Ⅱ

)
10

7
富

並
川

●
●

●
土

器
・

石
鍬

・
石

皿
(中

期
中

葉
)竪

穴
住

居
約

50
・

墓
壙

約
15

0/
(中

期
中

葉
)土

偶
・

石
棒

・
手

形
付

土
製

品
・

三
角

形
土

製
品

・
管

状
土

製
品

・
石

製
垂

飾
品

・
遺

物
10

00
箱

県
16

4.
集

(中
期

中
葉

)竪
穴

住
居

10
・

掘
立

柱
建

物
跡

4・
土

坑
/(

中
期

中
葉

)石
棒

・
石

冠
・

三
角

形
土

製
品

・
煙

管
形

土
製

品
・

石
製

垂
飾

品
・

遺
物

10
0
箱

県
17

4
集

15
4

20
8-

06
5

宮
の

前
村

山
市

富
並

字
宮

の
前

段
丘

(Ⅱ
)

12
8

富
並

川
○

○
主

体
は

後
期

・
晩

期
、

中
期

は
土

器
片

の
み

出
土

。
土

器
・

石
器

・
土

偶
・

石
製

品
・

石
製

品
(セ

ン
タ

ー
2・

3
次

調
査

)
セ

ン
タ

ー
19

・
65

集

15
5

20
8-

03
7

ガ
ン

ジ
ャ

(山
の

内
)

村
山

市
山

の
内

字
小

高
根

宮
地

中
起

伏
山

地
32

0
富

並
川

○
土

器
加

藤
19

56
山

形
史

学
研

究
2
他

15
6

20
8-

03
8

岩
倉

村
山

市
山

ノ
内

字
小

高
根

宮
地

中
起

伏
山

地
30

0
富

並
川

○
○

○
○

○
土

器
・

土
偶

顔
面

県
史

考
古

資
料

・
市

史
別

巻
一

15
7

20
8-

05
6

古
道

村
山

市
富

並
字

中
山

46
76

-2
他

丘
陵

地
(Ⅱ

)
13

5
富

並
川

●
●

○
(中

期
中

葉
)竪

穴
住

居
10

・
土

坑
/土

器
・

石
器

・
土

偶
2
点

・
遺

物
9
箱

県
9
集

他
15

8
20

8-
05

8
中

山
村

山
市

富
並

字
中

山
45

44
-4

他
丘

陵
地

(Ⅱ
)

13
7

富
並

川
○

○
○

●
(大

木
9)

竪
穴

住
居

4・
土

坑
/土

器
・

土
偶

・
遺

物
36

箱
県

9
集

・
村

山
市

史
別

巻
一

15
9

20
8-

08
0

境
ノ

目
村

山
市

境
ノ

目
45

85
段

丘
(Ⅱ

)
85

最
上

川
－

－
土

器
・

フ
レ

ー
ク

県
分

布
(7
)

16
0

20
8-
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8

田
沢

新
田

村
山

市
新

田
字

大
川

端
段

丘
(Ⅱ

)
90

最
上

川
○

○
土

器
県

遺
跡

台
帳

16
1

20
8-

12
3

白
山

堂
村

山
市

林
崎

字
大

尻
且

扇
状

地
12

0
大

旦
川

○
土

器
・

須
恵

器
片

県
史

考
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資
料
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2
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8-
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4
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熊

野
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村
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熊
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山
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谷
底
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川

○
土

器
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片
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3
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村
山
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飯
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丘

陵
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沢
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目
川

○
土
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県

史
考

古
資

料
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4
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市
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田
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田
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陵
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川

○
土
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県
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田
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最

上
川
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○
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・
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晩
期
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坑

/土
器

・
石

器
・

石
錘

県
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集
16

6
20

8-
05

2
落

合
村

山
市

土
生

田
字

落
合

25
95

他
段

丘
(Ⅲ

)
75

最
上

川
○

●
●

○
○

(中
期

前
葉

～
中

葉
)竪

穴
住

居
6・

土
坑

/土
器

・
円

筒
上

層
d
式

・
耳

飾
・

煙
管

形
土

製
品

・
石

器
・

土
偶

・
石

棒
(遺

物
52

箱
)

県
史

考
古

資
料

・
セ

ン
タ

ー
36

集
他

16
7

20
8-

06
4

南
沢

村
山

市
土

生
田

字
南

沢
小

起
伏

山
地

12
0

沢
の

目
川

－
－

－
内

面
沈

線
文

土
器

小
林

20
01

16
8

20
8-

04
8

森
の

原
村

山
市

土
生

田
字

鼠
田

12
63

-1
2・

20
・

24
自

然
堤

防
70

沢
の

目
川

○
○

○
土

器
片

・
須

恵
器

片
県

史
考

古
資

料
16

9
20

8-
04

1
細

田
村

山
市

土
生

田
字

細
田

段
丘

(Ⅰ
)

74
最

上
川

○
土

器
・

石
器

・
石

錘
県

史
考

古
資

料
・

県
分

布
(2
9)

17
0

20
8-

05
7

新
平

村
山

市
上

五
十

沢
字

新
平

段
丘

(Ⅱ
)

12
0

五
十

沢
川

－
－

土
器

・
勾

玉
(ヒ

ス
イ

)
県

遺
跡

台
帳

17
1

20
8-

05
4

導
心

坂
村

山
市

上
五

十
沢

字
導

心
坂

小
起

伏
山

地
12

0
五

十
沢

川
○

土
器

県
遺

跡
台

帳
17

2
柳

平
村

山
市

湯
沢

字
柳

平
、

モ
モ

ク
シ

柴
山

官
有

地
32

0
○

県
史

考
古

資
料

17
3

東
原

村
山

市
稲

下
字

平
林

87
8
の

7
10

0
○

県
史

考
古

資
料

17
4

拝
見

村
山

市
土

生
田

字
拝

見
27

14
ー

42
～

72
70

最
上

川
○

○
土

器
県

史
考

古
資

料
17

5
20

6-
02

3
高

瀬
山

寒
河

江
市

高
瀬

山
乙

97
8

段
丘

(Ⅲ
)低

位
面

11
0

最
上

川
◎

◎
●

●
●

●
◎

◎
◎

旧
石

器
・

縄
文

か
ら

古
代

・
中

世
に

至
る

複
合

遺
跡

寒
河

江
市

1・
6
集

・
県

分
布

(1
0)

他
(S
A)

寒
河

江
市

大
字

柴
橋

字
落

衣
他

10
0
～

10
2

(大
木

10
式

)竪
穴

住
居

1・
土

坑
・

埋
設

土
器

8/
土

坑
中

心
に

大
木

10
式

土
器

出
土

。
セ

ン
タ

ー
94

集
(1

期
)

寒
河

江
市

大
字

寒
河

江
字

高
瀬

山
他

12
2

(前
期

末
)大

型
住

居
を

伴
う

環
状

集
落

・
(中

期
中

葉
～

末
葉

)竪
穴

住
居

7・
土

坑
・

埋
設

土
器

/(
前

期
)土

偶
・

石
棒

・
石

剣
・

玦
状

耳
飾

・
石

製
垂

飾
品

・
(中

期
)石

棒
セ

ン
タ

ー
12

1
集

(H
O

地
区

2
～

6
次

)
寒

河
江

市
柴

橋
99

～
10

3
(中

期
中

～
末

葉
)竪

穴
住

居
9・

埋
設

土
器

3・
土

坑
・
(後

期
初

頭
)土

坑
・
(後

期
中

葉
)

竪
穴

住
居

15
・

埋
設

土
器

2・
土

坑
・

配
石

2・
木

組
遺

構
2・

(後
期

)包
含

層
・

(晩
期

)
土

坑
・

木
組

遺
構

・
石

組
遺

構
・

(時
期

不
明

)陥
穴

5/
土

器
・

石
器

・
土

偶
・

ス
タ

ン
プ

状
土

製
品

・
石

棒
・

線
刻

礫
・

木
製

品

セ
ン

タ
ー

14
5
集

(H
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期
)

寒
河

江
市

寒
河

江
字

高
瀬

山
他
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期

末
)竪

穴
住

居
1・

複
式

炉
2・

(中
期

～
後

期
前

葉
)埋

設
土

器
5・

包
含

層
/(

後
期

)土
偶

・
耳

飾
・

腕
輪

状
土

製
品

・
石

器
・

石
製

品
セ

ン
タ

ー
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0
集

17
6

20
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5

三
条

寒
河

江
市

寒
河

江
字

三
条

低
地

(河
間

低
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)
93

～
99

最
上

川
○

(大
木
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式
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穴

住
居

1・
土

坑
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器
・

石
器

セ
ン

タ
ー
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集

17
7

20
6-
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5
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原

寒
河

江
市

中
郷

字
南

22
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段
丘

(Ⅲ
)低

位
面

12
0

最
上

川
○

●
(大

木
10

)複
式

炉
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木
9・

10
式

浅
鉢

・
深

鉢
・

石
鏃

・
石

小
刀

・
三

脚
石

器
・

石
箆

・
磨

製
石

斧
・
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イ

フ
形

石
器

・
石

刃
・

掻
器

・
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刃
核

県
遺

跡
台

帳
・

寒
河

江
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17
8

20
6-
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ぐ
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沢
寒

河
江

市
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郷
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代
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山
地

及
丘

陵
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山
麓

緩
斜

面
10

8
～
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最
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○

◎
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土
器
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木

9・
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式
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剥
片
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分

布
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)
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木
9・
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式
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穴

住
居
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土

坑
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大
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9・
10

式
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器
・

石
器

・
土

偶
・
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箱

県
41

集

17
9

20
6-
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1

柴
橋

寒
河

江
市

柴
橋

字
金

谷
段

丘
(Ⅲ
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位

面
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5
最

上
川

●
◎

●
(中

期
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葉
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後
葉

)竪
穴

住
居

10
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居
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・

土
坑
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器

・
石

器
・

三
角

形
土

製
品

・
石

器
接
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資

料
寒

河
江

市
7
集
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6-
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9

平
野

山
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窯
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群
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12
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点
寒

河
江

市
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字

高
松
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山
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丘

陵
・

山
麓
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0
～

11
7

最
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川
○
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器

片
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石
器

セ
ン

タ
ー
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集
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1
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00
8

富
沢

Ⅰ
寒

河
江

市
清
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新
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字

富
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(Ⅲ
)
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寒
河
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◎
◎
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期
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葉
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跡
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器
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土

製
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・

円
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状
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蓋
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タ
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集
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2
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寒
河

江
市
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沢
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丘
(Ⅲ

)
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0
寒

河
江

川
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○
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鉢
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石

小
刀
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石
斧

県
史
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資
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他
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2
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河
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町
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所
裏

田
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段

丘
(Ⅱ

)
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0
古

佐
川
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磨
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斧
・

打
製

石
斧
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鏃
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石
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刀
・

土
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片

県
史

考
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資
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他
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4
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00

1
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河

北
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段
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(Ⅱ
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古
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川
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器
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打
製

石
斧
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史
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古
資
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5

32
1-

00
6

さ
い

か
ち

だ
河

北
町

西
里

根
際

43
76

-3
丘

陵
地

(Ⅰ
)

20
0

古
佐

川
○

打
製

石
斧

・
石

鏃
・

石
小

刀
・

磨
石

県
史

考
古

資
料

他
18

6
32

1-
00

9
中

土
入

河
北

町
西

里
字

土
入

29
29

他
丘

陵
地

(Ⅰ
)

17
0

古
佐

川
○

土
器

・
打

製
石

斧
・

石
箆

・
凹

石
・

石
鏃

・
石

小
刀

・
三

脚
石

器
・

磨
石

・
フ

レ
ー

ク
分

布
(1
1)

18
7

32
1-

01
1

奥
土

入
河

北
町

西
里

根
際

土
入

12
92

9
丘

陵
地

(Ⅰ
)

18
0

古
佐

川
○

－
－

－
土

器
・

舟
底

形
細

石
刃

核
・

石
刀

・
石

斧
・

石
小

刀
・

磨
斧

・
石

箆
・

石
鏃

・
磨

石
・

石
槍

県
史

考
古

資
料

他

18
8

32
1-

01
3

曲
沢

河
北

町
西

里
土

入
41

29
0

小
起

伏
山

地
22

0
古

佐
川

○
○

土
器

片
少

量
・

打
製

石
斧

・
石

鏃
・

石
小

刀
・

石
槍

県
史

考
古

資
料

表
８

　
最

上
川

中
流

域
縄

文
時

代
中

期
～

後
期

前
葉

の
遺

跡

最上川中流域における縄文時代中期から後期の遺跡分布

45



番
号

県
登

録
番

号
遺

跡
名

所
在

地
地

形
標

高 (m
)

河
川

時
期

中
期

後
期

遺
構

/出
土

遺
物

/備
考

文
献

7a
7b

8a
8b

9
10

初
頭

南
1

南
2

18
9

32
1-

01
9

鶴
狭

間
河

北
町

西
里

高
嶋

44
61

丘
陵

地
(Ⅰ

)
20

0
古

佐
川

○
○

○
磨

製
石

斧
・

石
小

刀
・

石
皿

県
史

考
古

資
料

他
19

0
32

1-
01

6
お

月
山

河
北

町
沢

畑
80

7
段

丘
(Ⅱ

)
10

0
古

佐
川

○
○

○
○

○
(中

期
後

葉
)竪

穴
住

居
1/

土
器

・
石

小
刀

・
石

鏃
・

磨
製

石
斧

・
凹

石
・

石
槍

・
土

偶
・

管
玉

県
史

考
古

資
料

・
河

北
町

史
上

19
1

32
1-

02
8

四
ツ

塚
河

北
町

岩
木

45
4

段
丘

(Ⅱ
)

16
0

法
師

川
○

○
磨

製
石

斧
・

打
製

石
斧

・
石

鏃
・

石
小

刀
・

土
師

器
片

県
遺

跡
台

帳
19

2
32

1-
03

3
岩

木
A

河
北

町
岩

木
23

6
段

丘
(Ⅱ

)
20

0
法

師
川

－
－

磨
製

石
斧

・
打

製
石

斧
・

石
鏃

県
史

考
古

資
料

他
19

3
32

1-
03

6
岩

木
B

河
北

町
岩

木
22

0
段

丘
(Ⅱ

)
10

0
法

師
川

○
土

器
片

・
石

小
刀

・
石

槍
・

石
鏃

・
打

製
石

斧
等

県
史

考
古

資
料

他
19

4
32

2-
01

8
熊

野
西

川
町

睦
合

字
熊

野
段

丘
(Ⅲ

)
16

0
熊

野
川

○
○

土
器

片
・

石
核

・
そ

の
他

石
器

県
遺

跡
台

帳
他

19
5

32
2-

02
5

小
月

山
橋

西
川

町
吉

川
字

小
月

山
地

内
谷

底
平

野
19

3
～

19
6

寒
河

江
川

○
後

晩
期

・
土

坑
・

石
囲

炉
/石

器
・

土
偶

・
土

製
円

盤
・

石
製

円
盤

・
遺

物
20

箱
県

分
布

(1
1)
・

西
川

町
史

上
巻

他
19

6
32

2-
03

0
東

浦
西

川
町

海
味

字
東

浦
31

1
段

丘
(Ⅲ

)
20

0
海

味
川

－
－

土
器

・
石

箆
・

石
匙

・
石

斧
県

遺
跡

台
帳

19
7

32
2-

05
5

サ
ッ

テ
ロ

西
川

町
間

沢
字

サ
ッ

テ
ロ

段
丘

(Ⅲ
)

23
0

寒
河

江
川

○
土

器
・

石
箆

・
石

鏃
・

石
斧

県
遺

跡
台

帳
19

8
32

2-
10

0
山

居
西

川
町

水
沢

字
山

居
山

地
及

丘
陵

(山
麓

緩
斜

面
)

24
8

水
沢

川
○

○
●

●
●

(中
期

中
～

後
葉

)竪
穴

住
居

22
・

土
坑

・
包

含
層

2/
土

器
・

石
器

・
土

偶
55

点
・

皮
袋

形
土

製
品

・
キ

ノ
コ

形
土

製
品

・
管

状
土

製
品

・
石

棒
・

遺
物

12
15

箱
セ

ン
タ

ー
53

集
他

19
9

32
2-

05
3

宝
田

西
川

町
岩

根
沢

字
上

の
平

山
地

及
丘

陵
(中

・
急

斜
面

)
41

0
水

沢
川

○
土

器
・

石
箆

・
石

斧
・

石
小

刀
県

遺
跡

台
帳

20
0

32
2-

06
3

薬
師

森
西

川
町

岩
根

沢
字

上
の

平
山

地
及

丘
陵

(中
・

急
斜

面
)

41
0

水
沢

川
○

土
器

・
石

箆
・

石
斧

・
・

石
核

県
分

布
(1
8)

20
1

32
2-

08
7

龍
神

沼
西

川
町

岩
根

沢
字

上
の

平
山

地
及

丘
陵

(中
・

急
斜

面
)

42
0

水
沢

川
－

－
石

小
刀

・
ス

ク
レ

ー
パ

ー
県

遺
跡

台
帳

20
2

32
2-

08
4

黒
森

山
西

川
町

水
沢

字
黒

森
15

59
山

地
及

丘
陵

(中
・

急
斜

面
)

46
0

横
岫

川
○

土
器

・
石

斧
・

凹
石

・
石

箆
・

石
小

刀
・

石
鏃

・
石

核
県

遺
跡

台
帳

20
3

32
2-

04
7

お
仲

間
林

西
川

町
入

間
字

平
助

新
田

26
77

・
15

54
-2

段
丘

(Ⅲ
)

29
2

寒
河

江
川

●
－

－
(中

期
)長

方
形

竪
穴

住
居

1・
石

囲
炉

1・
土

坑
/(

遺
物

は
旧

石
器

中
心

)土
器

・
石

刀
・

石
核

・
石

箆
・

石
鏃

・
石

錐
・

尖
頭

器
・

石
匙

・
掻

器
・

削
器

セ
ン

タ
ー

20
集

他

20
4

32
2-

01
6

落
合

西
川

町
入

間
字

落
合

73
4

山
地

及
丘

陵
(山

麓
緩

斜
面

)
29

0
大

入
間

川
－

－
石

箆
・

石
斧

県
遺

跡
台

帳
他

20
5

32
4-

01
6

藤
田

原
大

江
町

藤
田

字
藤

田
原

段
丘

(Ⅲ
)

13
5

最
上

川
○

○
○

石
鏃

・
石

小
刀

・
打

製
石

斧
・

磨
製

石
器

県
史

考
古

資
料

他
20

6
32

4-
02

6
小

見
大

江
町

小
見

字
下

原
段

丘
(Ⅲ

)
13

0
月

布
川

○
土

器
片

・
石

箆
・

掻
器

県
遺

跡
台

帳
20

7
32

4-
05

5
望

山
大

江
町

望
山

字
前

表
10

1
段

丘
(Ⅲ

)
14

0
月

布
川

－
－

－
大

江
町

史
・

小
林

20
01

20
8

32
4-

04
3

橋
上

大
江

町
橋

上
ア

ン
ト

ン
沢

段
丘

(Ⅲ
)

17
0

月
布

川
○

●
●

〇
〇

(中
期

末
～

後
期

初
)竪

穴
住

居
14

・
埋

設
土

器
50

・
配

石
あ

り
・

拠
点

的
集

落
/土

器
・

石
器

・
土

偶
・

耳
飾

?・
腕

輪
状

土
製

品
・

土
鈴

・
ヒ

ス
イ

製
太

珠
大

江
町

1
集

・
大

江
町

史

20
9

32
4-

03
6

大
久

保
大

江
町

十
八

才
字

大
久

保
西

ノ
原

18
9

段
丘

(Ⅲ
)

18
0

月
布

川
－

－
－

－
－

独
鈷

石
・

石
冠

県
史

考
古

資
料

・
大

江
町

史
他

21
0

32
4-

02
1

向
田

大
江

町
沢

口
字

阿
ヨ

シ
山

地
及

丘
陵

(中
・

急
斜

面
)

24
0

月
布

川
－

－
－

小
林

20
01

21
1

32
4-

01
7

小
姓

堂
大

江
町

沢
口

字
小

姓
堂

山
地

及
丘

陵
(中

・
急

斜
面

)
25

7
月

布
川

○
○

石
鏃

・
石

小
刀

・
打

製
石

斧
県

史
考

古
資

料
他

21
2

32
4-

03
2

南
又

大
江

町
柳

川
(南

又
)

山
地

及
丘

陵
地

(山
麓

緩
斜

面
)

50
0

月
布

川
○

○
打

製
石

斧
・

石
小

刀
県

史
考

古
資

料
他

21
3

32
4-

03
9

大
鉢

大
江

町
大

鉢
久

保
場

畑
17

9
山

地
及

丘
陵

(山
麓

・
山

腹
緩

斜
面

)
29

0
月

布
川

○
○

打
製

石
斧

・
石

小
刀

大
江

町
史

他
21

4
藤

田
柏

陵
グ

ラ
ウ

ン
ド

大
江

町
藤

田
最

上
川

○
○

大
江

町
史

21
5

十
八

才
大

江
町

十
八

才
月

布
川

－
－

石
皿

県
遺

跡
台

帳
・

大
江

町
史

21
6

月
布

高
大

江
町

月
布

月
布

川
○

土
器

・
石

器
大

江
町

史
21

7
32

3-
03

3
上

川
原

山
ノ

神
朝

日
町

玉
ノ

井
乙

字
上

川
原

台
地

及
段

丘
・

段
丘

(Ⅲ
)

13
6

最
上

川
○

○
(晩

期
)柱

穴
・

柱
材

25
本

検
出

/土
器

・
石

器
・

時
期

は
大

洞
C1

・
C2

・
A

県
分

布
(2
6)

21
8

32
3-

01
6

鶯
沢

朝
日

町
大

谷
字

鶯
沢

92
7-

2
台

地
及

段
丘

・
段

丘
(Ⅲ

)
14

0
大

谷
川

○
○

土
器

・
磨

製
石

斧
・

打
製

石
斧

・
石

匙
・

石
鏃

県
遺

跡
台

帳
21

9
32

3-
02

0
大

塚
朝

日
町

大
暮

山
字

大
塚

道
違

82
-1

山
地

お
よ

び
丘

陵
地

33
0

大
谷

川
○

○
土

器
・

打
製

石
斧

・
磨

製
石

斧
・

石
匙

・
石

鏃
県

分
布

(1
5)

他
22

0
32

3-
05

2
川

前
朝

日
町

和
合

字
川

前
47

4
台

地
及

段
丘

・
段

丘
(Ⅲ

)
14

0
最

上
川

○
○

土
器

・
磨

製
石

斧
・

石
錐

・
石

匙
・

石
錘

・
石

鏃
県

史
考

古
資

料
他

22
1

32
3-

00
6

八
ツ

目
久

保
朝

日
町

四
ノ

沢
字

八
ツ

目
久

保
低

地
(谷

底
平

野
・

氾
濫

原
)

14
3

最
上

川
●

●
●

(中
期

中
～

末
葉

)竪
穴

住
居

7・
土

坑
・

配
石

1・
(時

期
不

明
)陥

穴
39

/土
器

・
土

偶
・

円
盤

状
土

製
品

・
石

器
セ

ン
タ

ー
64

集

22
2

32
3-

00
8

上
ノ

台
朝

日
町

宮
宿

字
上

ノ
台

50
0

台
地

及
段

丘
・

段
丘

(Ⅲ
)

15
0

最
上

川
○

○
土

器
・

打
製

石
斧

・
磨

製
石

斧
・

石
匙

県
史

考
古

資
料

他
22

3
32

3-
03

6
雪

谷
朝

日
町

雪
谷

字
大

畑
22

2
丘

陵
地

19
0

最
上

川
○

○
土

器
・

磨
製

石
斧

・
打

製
石

斧
・

石
匙

・
石

棒
・

石
皿

県
史

考
古

資
料

他
22

4
32

3-
00

3
畑

鉾
朝

日
町

常
盤

字
前

田
畑

鉾
台

地
及

段
丘

・
段

丘
(Ⅲ

)
19

0
最

上
川

－
－

○
○

土
器

・
石

匙
・

打
製

石
斧

・
石

槍
・

三
脚

石
器

県
遺

跡
台

帳
22

5
32

3-
04

7
松

原
朝

日
町

松
原

字
ヒ

デ
リ

田
崩

積
緩

斜
面

及
地

滑
滑

動
地

26
0

最
上

川
－

－
土

板
・

石
棒

県
史

考
古

資
料

22
6

34
1-

10
0

羽
根

沢
A

大
石

田
町

田
沢

字
羽

根
沢

18
41

段
丘

(Ⅱ
)

90
最

上
川

○
土

器
大

石
田

町
9
集

他
22

7
34

1-
10

2
羽

根
沢

B
大

石
田

町
田

沢
段

丘
(Ⅱ

)
95

最
上

川
○

○
土

器
県

分
布

(7
)他

22
8

34
1-

10
5

羽
根

沢
C

大
石

田
町

田
沢

字
小

野
原

18
45

-7
段

丘
(Ⅱ

)
90

最
上

川
○

ポ
イ

ン
ト

・
須

恵
器

大
石

田
町

9
集

他
22

9
34

1-
10

1
小

野
原

(笹
山

)
大

石
田

町
田

沢
小

野
原

段
丘

(Ⅱ
)

80
最

上
川

◎
○

○
●

○
(中

期
前

・
中

葉
)竪

穴
住

居
1・

土
坑

/土
器

・
石

棒
・

ナ
イ

フ
形

石
器

町
史

・
大

石
田

町
8・

9
集

他
23

0
34

1-
11

2
長

峯
山

B
大

石
田

町
田

沢
字

長
峯

山
段

丘
(Ⅱ

)
80

最
上

川
○

土
器

・
フ

レ
ー

ク
県

分
布

(7
)・

(2
7)
・

大
石

田
町

9
集

23
1

34
1-

10
3

久
伝

大
石

田
町

田
沢

字
久

田
18

75
他

丘
陵

地
(Ⅱ

)
13

0
最

上
川

○
○

○
●

(中
期

中
葉

)土
坑

/(
中

期
)土

偶
県

9
集

他
23

2
34

1-
09

1
田

沢
沼

西
A

大
石

田
町

田
沢

丘
陵

地
(Ⅱ

)
13

0
最

上
川

○
土

器
県

遺
跡

台
帳

23
3

34
1-

07
8

前
山

大
石

田
町

田
沢

字
前

山
大

平
段

丘
(Ⅲ

)
90

最
上

川
－

－
－

－
－

県
遺

跡
台

帳
23

4
34

1-
06

9
ド

ザ
キ

大
石

田
町

田
沢

字
防

崎
23

9
段

丘
(Ⅲ

)
80

最
上

川
○

○
○

(中
期

)大
型

住
居

跡
2・

土
坑

/土
器

・
土

偶
・

三
角

形
土

製
品

・
石

棒
大

石
田

町
8
集

他
23

5
34

1-
01

4
来

迎
寺

大
石

田
町

横
山

字
来

迎
寺

段
丘

(Ⅲ
)

69
最

上
川

○
◎

◎
○

○
(中

期
前

～
中

葉
)竪

穴
住

居
1・

土
坑

15
・

埋
設

土
器

1
ほ

か
/土

器
・

石
鏃

・
石

斧
・

青
龍

刀
型

石
器

県
34

集
・

県
分

布
(1
0)
・

大
石

田
町

8・
9
集

他
23

6
34

1-
01

8
善

翁
寺

裏
大

石
田

町
今

宿
35

5
丘

陵
地

(Ⅱ
)

60
最

上
川

○
○

○
○

土
器

・
石

器
・

大
珠

大
石

田
町

6
集

他
23

7
34

1-
01

5
今

宿
大

石
田

町
今

宿
丘

陵
地

(Ⅱ
)

10
0

最
上

川
○

土
器

県
遺

跡
台

帳
23

8
H2

3
新

規
今

宿
大

谷
地

大
石

田
町

今
宿

字
大

谷
地

丘
陵

地
(Ⅱ

)
90

最
上

川
◎

－
－

－
土

坑
/土

器
・

石
器

H2
4
セ

ン
タ

ー
年

報
23

9
34

1-
05

4
玉

ノ
木

平
A

大
石

田
町

横
山

42
23

-1
小

起
伏

山
地

11
0

黒
滝

沢
川

○
○

○
○

○
(晩

期
)竪

穴
住

居
跡

・
土

坑
・

包
含

層
他

/土
器

・
石

斧
・

石
皿

・
石

鏃
・

土
板

・
岩

板
県

遺
跡

台
帳

・
大

石
田

町
5
集

他
24

0
34

1-
05

6
玉

ノ
木

平
B

大
石

田
町

横
山

字
黒

滝
沢

小
起

伏
山

地
13

0
黒

滝
沢

川
○

○
○

土
器

・
石

器
フ

レ
ー

ク
大

石
田

町
5
集

24
1

34
1-

05
5

玉
の

木
平

C
大

石
田

町
横

山
字

黒
滝

沢
小

起
伏

山
地

15
0

黒
滝

沢
川

○
○

○
土

器
・

磨
石

・
フ

レ
ー

ク
県

遺
跡

台
帳

他

表
９

　
最

上
川

中
流

域
縄

文
時

代
中

期
～

後
期

前
葉

の
遺

跡
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番
号

県
登

録
番

号
遺

跡
名

所
在

地
地

形
標

高 (m
)

河
川

時
期

中
期

後
期

遺
構

/出
土

遺
物

/備
考

文
献

7a
7b

8a
8b

9
10

初
頭

南
1

南
2

24
2

34
1-

03
3

玉
の

木
平

E
大

石
田

町
横

山
字

白
羽

毛
44

04
-9

火
山

山
麓

地
17

0
黒

滝
沢

川
○

○
○

○
土

器
・

石
器

/別
名

　
白

羽
毛

B
大

石
田

町
5
集

24
3

34
1-

04
1

玉
の

木
平

F
大

石
田

町
横

山
字

一
ノ

渡
戸

45
88

小
起

伏
山

地
15

0
黒

滝
沢

川
○

○
○

○
土

器
・

石
器

/別
名

　
一

ノ
渡

戸
C

大
石

田
町

5
集

24
4

玉
の

木
平

G
大

石
田

町
横

山
小

起
伏

山
地

17
0

黒
滝

沢
川

○
○

○
小

規
模

遺
跡

県
遺

跡
台

帳
・

大
石

田
町

史
上

巻
24

5
34

1-
03

9
玉

の
木

平
H

大
石

田
町

横
山

字
白

羽
毛

44
04

-9
火

山
山

麓
地

17
0

黒
滝

沢
川

○
○

○
土

器
・

磨
石

/別
名

　
白

羽
毛

A
大

石
田

町
5
集

24
6

34
1-

05
8

黒
滝

1
大

石
田

町
横

沢
字

黒
滝

小
起

伏
山

地
90

最
上

川
○

土
器

・
石

箆
・

円
盤

状
石

製
品

小
林

20
01

24
7

34
1-

06
2

角
二

山
大

石
田

町
字

上
ノ

原
乙

50
9-

4
段

丘
(Ⅱ

)
80

最
上

川
○

○
－

－
－

(大
木

6)
竪

穴
住

居
・

土
坑

/土
器

・
細

石
器

・
石

刃
・

須
恵

器
県

分
布

(3
2)
・

県
史

考
古

資
料

他
24

8
34

1-
08

4
豊

田
・

上
の

原
大

石
田

町
豊

田
字

家
浦

低
地

(自
然

堤
防

)
40

丹
生

川
○

土
器

・
土

偶
・

石
鏃

・
石

錐
・

石
匙

・
石

槍
県

遺
跡

台
帳

24
9

34
1-

12
2

駒
籠

楯
(楯

の
鼻

)
大

石
田

町
駒

籠
字

土
井

ノ
前

72
7-

1
段

丘
Ⅲ

65
最

上
川

○
○

○
○

土
器

・
石

斧
大

石
田

町
10

集
他

25
0

34
1-

11
8

駒
籠

向
大

石
田

町
川

前
字

中
ヶ

袋
低

地
(谷

底
平

野
)

70
最

上
川

－
－

－
石

棒
小

林
20

01
他

25
1

34
1-

00
3・

00
4

白
鷺

(A
・

B)
大

石
田

町
大

浦
15

69
段

丘
Ⅱ

65
最

上
川

○
○

－
－

－
土

器
・

石
器

・
石

匙
・

鏃
・

錘
・

箆
・

掻
器

・
揆

型
石

器
県

遺
跡

台
帳

25
2

新
林

大
石

田
町

横
山

字
来

迎
寺

72
7-

8
60

○
○

○
石

鏃
・

石
匙

・
石

斧
県

史
考

古
資

料
25

3
八

幡
町

大
石

田
町

大
石

田
上

の
原

甲
61

4
77

.5
○

県
史

考
古

資
料

25
4

21
2-

01
2

横
内

尾
花

沢
市

横
内

小
起

伏
山

地
90

五
十

沢
川

－
－

－
－

－
県

史
考

古
資

料
他

25
5

21
2-

01
3

古
屋

敷
尾

花
沢

市
横

内
字

古
屋

敷
小

起
伏

山
地

12
0

五
十

沢
川

－
－

県
史

考
古

資
料

他
25

6
21

2-
02

0
五

十
沢

公
園

尾
花

沢
市

五
十

沢
公

園
下

段
丘

(Ⅱ
)

10
0

五
十

沢
川

－
－

－
－

－
県

史
考

古
資

料
他

25
7

21
2-

09
8

営
林

署
苗

圃
尾

花
沢

市
萩

袋
字

営
林

署
苗

圃
段

丘
(Ⅱ

)
80

野
尻

川
－

－
県

史
考

古
資

料
他

25
8

21
2-

09
7

野
尻

A
尾

花
沢

市
寺

内
字

野
尻

段
丘

(Ⅱ
)

10
2

野
尻

川
○

○
土

器
・

ス
ク

レ
ー

パ
ー

25
9

21
2-

08
0

大
平

尾
花

沢
市

寺
内

字
大

平
山

地
(小

起
伏

山
地

)
18

0
野

尻
川

－
－

県
史

考
古

資
料

他
26

0
21

2-
07

8
毒

沢
尾

花
沢

市
毒

沢
14

01
-1

他
段

丘
(Ⅲ

低
位

)
50

最
上

川
－

－
－

－
－

(前
期

・
後

期
前

葉
)土

坑
・

ピ
ッ

ト
/土

器
・

石
器

県
史

考
古

資
料

・
市

第
1
集

他
26

1
市

登
録

上
の

台
尾

花
沢

市
毒

沢
段

丘
(Ⅲ

)
55

最
上

川
○

○
土

器
・

石
斧

・
箆

状
石

器
・

ス
ク

レ
イ

パ
ー

・
凹

石
・

石
皿

尾
花

沢
市

1
集

・
小

林
20

01
26

2
21

2-
07

7
水

が
し

ら
尾

花
沢

市
寺

内
低

地
(谷

底
平

野
及

氾
濫

原
)

15
0

野
尻

川
○

○
県

史
考

古
資

料
他

26
3

21
2-

07
3

日
陰

尾
花

沢
市

寺
内

字
日

陰
人

工
改

変
地

25
0

野
尻

川
○

○
○

県
史

考
古

資
料

他
26

4
21

2-
16

2
荻

袋
尾

花
沢

市
荻

袋
段

丘
(Ⅱ

)
90

丹
生

川
－

－
土

器
県

史
考

古
資

料
他

26
5

21
2-

12
8

苗
圃

北
尾

花
沢

市
萩

袋
段

丘
(Ⅱ

)
50

野
尻

川
－

－
県

史
考

古
資

料
26

6
21

2-
11

9
松

ヶ
沢

尾
花

沢
市

牛
房

野
字

田
沢

段
丘

(Ⅱ
)

95
野

尻
川

○
土

器
県

史
考

古
資

料
・

県
分

布
(1
0)

他
26

7
21

2-
13

7
森

岡
尾

花
沢

市
牛

房
野

字
森

岡
段

丘
(Ⅱ

)
90

牛
房

野
川

－
－

県
史

考
古

資
料

他
26

8
21

2-
11

4
安

久
戸

D
尾

花
沢

市
丹

生
字

源
田

山
森

岡
山

丘
陵

地
(Ⅱ

)
12

0
丹

生
川

支
流

○
－

－
－

土
器

・
石

匙
県

分
布

(1
2)
・

(1
4)
・

小
林

20
01

26
9

21
2-

10
3

漆
坊

尾
花

沢
市

牛
房

野
字

田
沢

前
低

地
(谷

底
平

野
)

12
3

丹
生

川
支

流
○

○
(後

晩
期

)土
坑

・
(晩

期
)配

石
4・

柱
穴

/(
後

晩
期

)土
偶

・
耳

栓
・

土
板

・
ス

ブ
ー

ン
形

土
製

品
・

石
棒

・
石

刀
・

石
剣

・
独

鈷
石

・
岩

板
・

小
玉

・
勾

玉
尾

花
沢

市
2
集

27
0

21
2-

10
0

経
塚

尾
花

沢
市

牛
房

野
字

経
塚

低
地

(谷
底

平
野

)
10

0
牛

房
野

川
－

－
－

－
石

鏃
・

石
匙

・
石

箆
・

観
音

像
頭

部
・

五
輪

塔
県

史
考

古
資

料
他

27
1

21
2-

09
4

オ
ト

リ
沢

A
尾

花
沢

市
牛

房
野

字
オ

ト
リ

沢
低

地
(谷

底
平

野
)

10
0

牛
房

野
川

－
－

－
－

石
器

・
石

鏃
・

石
小

刀
県

史
考

古
資

料
他

27
2

21
2-

09
6

オ
ト

リ
沢

B
尾

花
沢

市
牛

房
野

字
オ

ト
リ

沢
低

地
(谷

底
平

野
)

10
0

牛
房

野
川

－
－

－
－

石
鏃

・
石

箆
県

史
考

古
資

料
他

27
3

21
2-

09
0

ド
ノ

沢
尾

花
沢

市
牛

房
野

字
ド

ノ
沢

低
地

(谷
底

平
野

)
10

0
牛

房
野

川
○

深
鉢

・
網

代
底

部
県

史
考

古
資

料
他

27
4

21
2-

08
9

寺
山

下
尾

花
沢

市
牛

房
野

字
寺

山
下

低
地

(谷
底

平
野

)
20

0
牛

房
野

川
○

土
器

・
石

鏃
・

石
鏃

(黒
曜

石
)

県
史

考
古

資
料

他
27

5
21

2-
08

8
高

見
楯

尾
花

沢
市

牛
房

野
字

高
見

楯
山

地
(中

起
伏

山
地

)
10

0
牛

房
野

川
○

○
県

遺
跡

台
帳

27
6

21
2-

07
4

二
口

A
尾

花
沢

市
牛

房
野

字
二

口
中

起
伏

山
地

20
0

牛
房

野
川

○
○

県
史

考
古

資
料

他
27

7
21

2-
12

1
西

谷
地

F
尾

花
沢

市
丹

生
字

西
谷

地
低

地
(谷

底
平

野
)

15
5

赤
井

川
○

○
土

器
県

分
布

(1
0)
・

県
69

集
27

8
21

2-
12

4
西

谷
地

G
尾

花
沢

市
丹

生
字

西
谷

地
丘

陵
地

(Ⅱ
)

15
5

赤
井

川
○

土
器

・
須

恵
器

県
分

布
(1
0)

27
9

21
2-

13
2

東
大

沢
A

尾
花

沢
市

丹
生

字
東

大
沢

丘
陵

地
(Ⅱ

)
15

0
赤

井
川

○
土

器
(大

木
8a

式
、

後
期

か
晩

期
)

県
分

布
(1
0)

28
0

21
2-

11
8

東
大

沢
B

尾
花

沢
市

丹
生

字
東

大
沢

低
地

(谷
底

平
野

)
15

5
赤

井
川

○
土

器
(大

木
8a

式
、

後
期

か
晩

期
)・

石
匙

・
フ

レ
ー

ク
県

分
布

(1
0)

28
1

21
2-

11
0

東
大

沢
D

尾
花

沢
市

丹
生

字
東

大
沢

谷
底

平
野

16
0

赤
井

川
○

○
○

○
－

－
－

土
器

・
石

箆
・

フ
レ

ー
ク

・
箆

状
石

器
県

分
布

(1
0)
・

県
69

集
28

2
21

2-
10

6
東

大
沢

F
尾

花
沢

市
丹

生
字

東
大

沢
小

起
伏

山
地

16
0

赤
井

川
－

－
－

土
器

・
削

器
・

フ
レ

ー
ク

県
分

布
(1
0)

28
3

21
2-

.0
93

ミ
ヨ

シ
原

尾
花

沢
市

丹
生

字
三

吉
原

丘
陵

地
(Ⅱ

)
15

0
赤

井
川

○
○

－
－

－
土

器
・

石
鏃

・
石

匙
・

フ
レ

ー
ク

県
史

考
古

資
料

・
県

分
布

(1
0)

28
4

21
2-

10
5

東
原

尾
花

沢
市

中
沢

字
東

原
扇

状
地

20
0

赤
井

川
－

－
－

－
－

－
－

県
遺

跡
台

帳
28

5
21

2-
08

1
源

氏
ヶ

沢
尾

花
沢

市
岩

谷
沢

字
源

氏
ヶ

沢
山

地
及

丘
陵

(山
地

山
腹

)
29

0
赤

井
川

－
－

県
遺

跡
台

帳
28

6
21

2-
15

9
行

沢
西

原
尾

花
沢

市
行

沢
字

西
原

・
中

島
字

西
原

段
丘

(Ⅱ
)

16
5

丹
生

川
－

－
－

土
器

(前
期

、
南

境
式

)・
石

錐
・

石
箆

・
削

器
・

フ
レ

ー
ク

県
分

布
(1
0)

28
7

21
2-

15
5

五
輪

坂
尾

花
沢

市
中

島
字

五
輪

坂
段

丘
(Ⅱ

)
17

0
赤

井
川

○
○

○
土

器
・

石
箆

・
フ

レ
ー

ク
県

分
布

(1
0)

他
28

8
21

2-
15

6
北

宿
尾

花
沢

市
中

島
字

北
宿

段
丘

(Ⅱ
)

17
0

丹
生

川
－

－
土

器
県

分
布

(1
0)

他
28

9
21

2-
15

4
根

堀
尾

花
沢

市
中

島
字

根
堀

段
丘

(Ⅱ
)

12
0

赤
井

川
－

－
県

で
は

「
根

掘
」

県
史

考
古

資
料

他
29

0
21

2-
15

3
中

平
尾

花
沢

市
中

島
字

中
平

開
拓

段
丘

(Ⅱ
)

20
0

赤
井

川
－

－
県

遺
跡

台
帳

29
1

21
2-

15
2

向
山

尾
花

沢
市

中
島

山
地

及
丘

陵
(山

地
山

腹
)

25
0

丹
生

川
○

○
県

史
考

古
資

料
他

29
2

21
2-

14
3

明
光

寺
尾

花
沢

市
中

島
明

光
寺

原
山

地
及

丘
陵

(山
地

山
腹

)
30

0
丹

生
川

－
－

県
遺

跡
台

帳
29

3
21

2-
17

1
東

山
尾

花
沢

市
鶴

巻
田

字
東

山
低

地
(谷

底
平

野
)

20
0

丹
生

川
○

土
器

・
箆

状
石

器
・

石
匙

・
石

鏃
県

分
布

(1
0)
・

県
69

集
29

4
21

2-
18

0
仲

江
平

尾
花

沢
市

母
袋

字
仲

江
平

山
地

及
丘

陵
(山

地
山

腹
)

50
0

丹
生

川
－

－
県

史
考

古
資

料
他

29
5

21
2-

18
7

サ
ヤ

堂
尾

花
沢

市
母

袋
字

サ
ヤ

堂
台

地
及

低
地

(低
位

段
丘

面
)

22
0

丹
生

川
－

－
打

製
石

斧
・

磨
製

石
斧

県
史

考
古

資
料

他
29

6
21

2-
18

8
若

林
尾

花
沢

市
母

袋
字

若
林

谷
底

平
野

・
氾

濫
原

22
0

丹
生

川
－

－
－

－
県

史
考

古
資

料
他

29
7

21
2-

17
4

原
A

尾
花

沢
市

鶴
巻

田
字

原
段

丘
(Ⅱ

)
16

0
丹

生
川

○
土

器
県

分
布

(1
0)

表
10

　
最

上
川

中
流

域
縄

文
時

代
中

期
～

後
期

前
葉

の
遺

跡

最上川中流域における縄文時代中期から後期の遺跡分布
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番
号

県
登

録
番

号
遺

跡
名

所
在

地
地

形
標

高 (m
)

河
川

時
期

中
期

後
期

遺
構

/出
土

遺
物

/備
考

文
献

7a
7b

8a
8b

9
10

初
頭

南
1

南
2

29
8

21
2-

18
4

原
C

尾
花

沢
市

鶴
巻

田
字

原
段

丘
(Ⅱ

)
17

0
丹

生
川

○
土

器
県

分
布

(1
0)

29
9

21
2-

18
6

取
上

尾
花

沢
市

尾
花

沢
字

取
上

段
丘

(Ⅱ
)

11
0

朧
気

川
－

－
－

小
林

20
01

30
0

21
2-

19
1

徳
良

湖
尾

花
沢

市
袖

原
(徳

良
湖

底
)

溜
池

14
0

朧
気

川
○

○
県

遺
跡

台
帳

30
1

21
2-

00
6

袖
原

E
尾

花
沢

市
延

沢
字

袖
原

丘
陵

地
(Ⅱ

)
18

5
綱

木
川

－
－

－
土

器
(大

木
1
式

、
南

境
式

)・
フ

レ
ー

ク
・

石
核

県
分

布
(1
0)

30
2

21
2-

02
2

大
明

神
尾

花
沢

市
荒

町
字

大
明

神
段

丘
(Ⅱ

)
18

0
朧

気
川

－
－

県
史

考
古

資
料

他
30

3
21

2-
.0
32

熊
原

尾
花

沢
市

延
沢

字
熊

原
段

丘
(Ⅱ

)
18

0
朧

気
川

○
土

器
・

フ
レ

ー
ク

県
分

布
(1
0)

30
4

21
2-

04
0

カ
マ

ツ
坂

尾
花

沢
市

延
沢

字
カ

マ
ツ

坂
小

起
伏

山
地

20
0

朧
気

川
支

流
－

－
県

史
考

古
資

料
他

30
5

21
2-

04
5

田
の

沢
尾

花
沢

市
延

沢
字

屋
敷

沢
51

7-
1

谷
底

平
野

18
8

前
田

川
(朧

気
川

支
流

)
－

－
○

土
器

・
石

匙
・

石
箆

県
分

布
(1
2)

他

30
6

21
2-

06
0

巾
尾

花
沢

市
細

野
字

幅
・

カ
バ

山
谷

底
平

野
23

0
前

田
川

○
◎

○
○

土
器

多
数

・
石

器
・

土
偶

県
分

布
(9
)・

(1
0)

他
(市

1
次

)
(朧

気
川

支
流

)
(中

期
8a

中
心

)土
坑

・
埋

設
土

器
1・

埋
甕

6・
土

坑
/土

器
・

土
偶

・
環

状
土

製
品

・
石

冠
尾

花
沢

市
3
集

(市
2
次

)
(中

期
8a

中
心

)土
坑

・
柱

穴
尾

花
沢

市
4
集

30
7

21
2-

01
4

六
沢

尾
花

沢
市

六
沢

段
丘

(Ⅱ
)

21
0

丹
生

川
○

○
土

器
県

分
布

(1
0)
・

(1
1)

他
30

8
21

2-
02

9
原

の
内

A
尾

花
沢

市
鶴

子
字

中
原

・
字

山
崎

・
字

大
田

段
丘

(Ⅱ
)

24
0

丹
生

川
●

●
●

土
器

(早
期

・
中

期
・

晩
期

)・
石

器
県

1
次

(中
期

中
葉

)竪
穴

住
居

2・
土

坑
・

(晩
期

)竪
穴

住
居

1/
遺

物
10

箱
県

28
集

県
2
次

(中
期

前
～

中
葉

)竪
穴

住
居

12
・

炉
跡

4/
遺

物
約

90
箱

・
土

器
・

中
期

前
～

中
葉

土
偶

5
点

・
石

冠
(7
b
～

8a
)・

土
版

・
耳

栓
・

遺
物

90
箱

県
57

集

県
3
次

(中
期

前
～

中
葉

)竪
穴

住
居

2・
土

坑
・

埋
設

土
器

5・
配

石
3・

炉
跡

/土
偶

35
点

・
管

状
土

製
品

・
馬

高
式

土
器

・
土

製
耳

飾
・

石
製

装
身

具
・

遺
物

39
0
箱

県
13

2
集

30
9

21
2-

03
1

原
の

内
B

尾
花

沢
市

鶴
子

字
立

目
段

丘
(Ⅱ

)
22

5
綱

木
川

－
－

土
器

(室
浜

式
・

中
期

・
後

期
・

晩
期

)・
石

鏃
・

凹
石

・
石

核
・

フ
レ

ー
ク

県
分

布
(1
0)
・

県
史

考
古

資
料

他
31

0
21

2-
04

3
八

面
尾

花
沢

市
鶴

子
字

八
面

段
丘

(Ⅱ
)

18
0

丹
生

川
－

－
土

偶
31

1
21

2-
05

6
間

木
の

内
尾

花
沢

市
鶴

子
字

間
木

の
内

低
位

段
丘

面
26

0
丹

生
川

○
土

器
・

フ
レ

ー
ク

県
分

布
(1
0)

31
2

21
2-

05
7

川
原

尾
花

沢
市

鶴
子

字
川

原
低

位
段

丘
面

27
0

丹
生

川
○

土
器

(中
期

・
晩

期
)・

石
鏃

・
石

箆
・

フ
レ

ー
ク

県
分

布
(1
0)
・

(2
4)

他
31

3
21

2-
06

6
い

る
か

い
尾

花
沢

市
鶴

子
字

定
本

山
地

・
丘

陵
(中

・
急

斜
面

)
32

0
丹

生
川

○
○

◎
◎

早
期

～
前

期
の

縄
文

土
器

が
中

心
・

石
器

・
玦

状
耳

飾
(1

次
・

2
次

)
1
次

(後
期

後
葉

)竪
穴

住
居

1・
土

坑
・

2
次

(前
期

中
心

)竪
穴

住
居

10
・

土
坑

県
分

布
(9
)・

県
69

集
31

4
観

音
前

尾
花

沢
市

下
五

十
沢

字
観

音
前

12
0

五
十

沢
川

○
県

史
考

古
資

料
他

31
5

上
柳

渡
戸

尾
花

沢
市

上
柳

渡
戸

25
0

－
－

県
史

考
古

資
料

31
6

中
野

尾
花

沢
市

丹
生

字
中

野
15

0
－

－
県

史
考

古
資

料
31

7
名

木
沢

川
岸

尾
花

沢
市

名
木

沢
50

－
－

県
史

考
古

資
料

31
8

白
仏

尾
花

沢
市

荻
袋

字
白

仏
50

－
－

県
史

考
古

資
料

表
11

　
最

上
川

中
流

域
縄

文
時

代
中

期
～

後
期

前
葉

の
遺

跡
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